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は　じ　め　に

平成6年1月に着工された岐阜県博物館の新館「マイ・ミュージアム」

は、平成7年3月に竣工しました。高さ25mの建物は、ポーチに円柱が立

ち、2階以上は正面がガラス張り、シースルーのエレベーターも設置され、

ハイビジョンホール、マルチメディアスタジオには、最新の機器を導入し、

県民の収集品を展示するギャラリーの設備も完備しています。この新館は

4月から博物館の正面玄関として入館者を迎え、7月には、各階とも運用

を開始する予定です。当館が誕生して20年目の本年は、県博物館新時代の

幕開けになります。

平成6年度は、幕開けに備え、新旧同館の備品整備及び更新、ハイビジョ

ンソフト「ハイパーハイビジョン風土記」の制作、県民収集品展示計画の

作成と企画運営委員会の設置等を行いました。また、通商産業省の補助事

業として全国6箇所に設置されたマルチメディア情報センターの一つであ

り、県のマルチメディア工房として最初に機能するための先端情報機器の

設置を具体化しました。

1年間、新館建設工事のため、来館者には、仮設通路・階段、自然展示

室の一時閉鎖等不便をかすましたが、特別展をはじめ諸催しは、順調に実

施できました。年2回の特別展とこの年からシリーズで開催する「ふるさ

との文化財紹介展」は、人文展示室を利用して規模と展示の充実を図り、

普及事業も内容を整理するとともに回数を増やすなどの改善をしました。

広報活動の強化にも努め、マスメディアの積極的活用やポスター等配布文

書の工夫等を行いました。

調査・研究は第3次恐竜化石調査団により荘川村地内で手取層地層の掘

削を行い、また、上宝村で20数年まえに採取されたと思われる球形の化石

が恐竜卵であることを明らかにし、反響を呼びました。

ユタ州の大学付属博物館との交流、ボリビア三葉虫化石の寄贈など国際

化にも一歩踏み出しており、7年度には、ユタ州の恐竜化石とボリビアの

三葉虫化石をそれぞれ「資料紹介展」として展示します。特別展の「岐阜

の淡水魚」と「美濃・飛騨の古代史発掘」に特別陳列「ふるさとの文化財

紹介展一岐阜地区－」、そして岐阜県と名古屋市が共催する「入定300年記

念　円空展」の会場にもなり、マイミュージアムギャラリーの展示と合わ

せて、県民の皆様には何度も博物館へ足を運んでいただけるのではと期待

しています。

普及活動も親子対象の「たのしい博物館」と一般向けの「博物館講座」

の二本立てとしシI）－ズ化も図るなどして、生涯学習社会に対応するよう

企画しています。

本年度は、「マイ・ミュージアム」の開館にともなう県博物館新時代の

初年度として、県民の皆様の期待に応えるべく従来にも増して博物館経営

の充実に努める覚悟です。本館報18号を御高覧いただき、御支援、御指導

を賜わりますようお願いします。

平成7年4月1日

岐阜県博物館長　清　水　廣　美
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I　博　物　館　概　要

〔設置日的〕

岐阜県の人文、自然両分野にわたる諸資料を公開し、併

せて、教育普及活動を行うことにより広く県民の学習の

場となり、また文化財保護の精神の滴賽に役立て、新し

い教養と文化の発展に寄与することを目的とする。

〔基本的性格と方針〕

1基本的性格

岐阜県の人文（考古、歴史、民俗、美術工芸）・自然

（動物、植物、地学）等に関する諸資料の収集、保管、

展示、調査研究およびそれらの活用を図る総合博物館と

する。

学校教育・社会教育との密接な連携を図り、利用者が

楽しく学習することができ、未来への研究心と創造性を

開発させるような生涯学習機関とする。
「ハイパーハイビジョン風土記」を主とした博物館情

報を創設し、マルチメディアシステムによる情報の収集、

加工、発信、受信を行い、情報化社会に対応した魅力あ

る博物館を目指す。

県内外の博物館および相当施設との活発な交流を図る

とともに、本県の中央博物館としての役割を果たす内容

と設備を有する施設とする。

資料の収集および保存並びに活用について、専門的な

調査研究を推進する。

2　基本方針

（1）資料収集

県内の歴史・考古・民俗・美術工芸・自然等に関する

資料を収集する。

資料は、実物を中心とするが、必要に応じて厳密な考

証に基づく復元模型を含める。

寄贈、寄託、借用、購入等により収集する。

（2）展示構成

展示は、常設展示と特別展示とする。

常設展示は、総合展示と課題展示とし、それぞれ人文、

自然の2部門に分ける。総合展示は、だれにも親しめる

よう平易な展示を心掛け、本県の歴史の発展の概要と、

自然環境の概要を理解しやすく展示する。課題展示は、

内容において、前者よりやや高度なものとする。

特別展示は、特定の企画とテーマを設けて、展示をす

る。

展示の方法は、の生涯学習の場として、幅広い層に親

しめる展示（イ）資料の単なる羅列ではなくストーリー性

のある展示（切総花的展示を避け、各時代の特色やテー

マの本質をとらえた展示　㊤できる限り実物資料の展示

をするが、更に、図表、棋聖等多種類の資料も活用（オ）
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視聴覚機器などを取り入れ、見る人に強く訴える設備

的）明確で分かりやすい解説とする。

展示室の主題と内容は次のとおl）である。

〇　人文展示室1（人文総合展示）

主題「郷土のあゆみ」－原始時代かち近代、現代に

至るまでの歴史の流れと、各時代の特色を分かりやす

く展示する。

〇　人文展示室2（人文課題展示）

主題「郷土の美術工芸」－特色ある郷土の美術工芸

を部門別、時代別に展示する。

○　自然展示室1（自然総合展示）

主題「郷土の自然とおいたち」－郷土の自然の概要

を生態的に分かりやすく展示する。

○　自然展示室2（自然課題展示）

主題「郷土のさまざまな自然」－特色ある自然物や

事象をテーマ別に系統的に展示する。

○　特別展示室（特別展示）

特定の企画とテーマを設けて年に数回展示する。

（3）情報化社会への対応

○　ハイビジョンポール

「ハイパーハイビジョン風土記」を中心としたハイ

ビジョン番組の放映および講演会、研修会等に活用す

る。

○　マルチメディアスタジオ

個人が個別の目的に沿って、「ハイパーハイビジョン

風土記」の情報を自在に検索する。

将来的には、通信機器およびサーバを導入し、マル

チメディア機能を向上させ、県内外のネットワーク化

を図り情報の収集、発信に努める。

○　制作室

マルチメティア工房として、一般県民のソフトの制

作、編集、および研修室としての機能の整備を図る。

（4）マイミュージアムギャラリー

主として、県民の個人・法人等の所蔵するさまざまな

種類のコレクションを、広く公開するための展示スペー

スとして利用する。また、県民の生涯字習の成果を発表

できる場所として、実技・実演も実施できるような施設

とする。



〔沿革〕

岐阜県博物館は、置県百年記念事業の1つとして、昭和51年5月5日、アカマツなどの自然林の生える里山の中に開

館した。

県内各地の豊かな資料をもとに、常設展示を人文展示室1・2、自然展示室1・2に分け、郷土岐阜県を紹介した総

合博物館である。

また、特別展を年に数回開催している。

博物館建設準備段階からの沿革は次のとおりである。

昭和46年3月　岐阜県百年記念事業推進委員　昭和58年4月　特別腿「岐阜県の考古遺物」

会において、博物館の建設を

決定

4月　教育委員会社会教育課に博物

館準備担当を配置

6－9月　博物館懇談会を設ける

昭和47年4月　博物館開設準備室を設置

展示委員会を設ける

昭和48年8月　起工式挙行

昭和49年3月　展示実施計画樹立

10月　定礎式

昭和50年3月　展示工事着手

7月　本館建築竣工

昭和51年1月　展示工事完了

4月　岐阜県博物館条例公布

岐阜県博物館設置

展示資料等製作完了

5月　間館記念式典挙行　一般公開

巨匠三人展・スポーツ栄光展

7月　皇太子　向妃殿下行啓

8月　特別腿「．ふるさとの文楽」

入館者10力人を突破

10月　入館料徴収開始

11月　特別展「熊谷守一展」

昭和52年5月　特別展「日本伝統工芸秀作展」

入館者20万人突破

7月　特別展「郷土の化石展」

11月　特別展「鉄斎」

昭和53年4月　入館者30万人を突破

特別展「濃飛の中富」

7月　特別展「世界のコガネムシ」

10月　特別展「能面と装束」

昭和54年4月　入館者40万人突破

特別展「濃飛の先史時代」

7月　特別展「世界の貝」

10月　特別展「濃飛の文人」

11月「視覚障害者（触察）コーナー」

開設

昭和55年4月　特別展「宝暦治水と薩摩藩」

5月　入館者50万人を突破

7月　特別展「化石の世界」

10月　特別展「蓑虫山人」

昭和56年4月　特別展「美濃の絵馬」

5月　入館者60方人を突破

7月　特別展「御岳山は生きている」

10月　特別展「ふるさとの美濃古陶」

昭和57年4月　特別展「品質山の信仰」

入館者70万人突破

7月　特別展「ふるさとの柄物」

10月　特別展「東洋の貨幣」

5月　入館者80力人を突破

7月　特別展「長良Iii」

10月　特別展「郷土の生んだ先見者」

昭和59年4月　特別展「濃飛の戦国武将」

7月　特別展「ふるさとの昆虫」

8月　入館者90力人を突破

10月　学習ヒテオスタディコーナー

設置

特別展「濃飛の蘭学」

昭和60年4月　特別展「演兼の縄文時代」

7月　特別展「鉱物の世界」

10月　特別展「美濃の刀剣」

入館者100万人を突破

12月　自然展示室2を改装

昭和61年4月　特別展「徳山の四季と〈らし」

7月　特別展「奥飛騨の自然」

9月　人文展示室lを改装

10月　開館10周年記念式典を挙行

開館10同年記念展「ふるさと

の然r）」

昭和62年4月　特別展「濃飛の弥′卸手代」

入館者110万人を突破

7月　特別展「外国から侵入した生

きものたち」

10月　特別展「飛騨の匠」

旧怨山村民家移築復元

昭和63年1月　自然展示室lを改装

4月　特別展示室ショーケース改修

特別展「，ふるさとの湿原」

7月　中部未来博88記念展「中山道
一一美濃十六福一」

10月　特別展「中生代の化石」

入館者120万人を突破

平成元年4月　特別展「渡飛の古墳時代」

7月　特別展「ふるさとの野鳥」

8月　16日恐竜足跡化石白川村で発

見

10月　特別展「移ろいゆ〈年中行事」

11月　日本生命財田から図書「岐阜

県博物館総合案内」4、000冊の

寄贈を受ける

平成2年4月　特別展「輪中と治水」

7月　特別展「白山の自然」
「恐竜足跡化石レプI）カ」除

幕式

グリーンアドベンチャー標識

設置（「自然観察のこみち」に）

岐阜県博物館協議会に「新し
い時代・県民ニーズに対応で
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きる博物館の在り方について」

諮問

入館者130方人を突破

10月　特別展「濃飛の仏像」

12月　岐阜県博物館協議会から中間

答申

平成3年3月　岐阜県博物館案I神業誠を設置

4月　特別展「ふるさとの木の文化」

7月　特別展「，ふるさとの哺乳動物」

10月　置県120年・岐阜馳児島姉妹県

盟

約20周年記念展「鹿姐高一そ

の自然と軽史」

11月　入館者140万人を突破

平成4年3月　岐阜県博物館協議会より「新

しい時代・県民ニーズに対応

する博物館の在り方について」

答申

4月　特別展「飛粥のあけぼの－交

流する縄文・tl一代人－」

7月　特別展恐竜土田「恐竜一一謎と

ロマン‾」

10月　特別展「近世に輝く濃飛の群

像」

平成5年3月　入館者150万人を突破

4月　特別展「土と炎の芸術」

8月　入館者1十人にアンケート実

施

9月　29日大型ほ乳頬足跡化石を美

濃加茂市て発掘

10月　特別展「失われゆ〈植物」

11月　「ハイパーハイピジョン風土

記」イメージンユミレー／ヨ

ンソフトの完成

車成6年1月　20日マイ・ミュージアム棟起

工式

3月　大型は乳類足跡化石を展示

4月　特別展「）用こ生きる　水運と

漁労－」

8月　恐竜の萌等荘Iii何て発見

9月　特別展「美濃山地の自然」

10月　入館者160万人突破

12月　ユタ州訪問（花フェスダ95展

示化石の借用、交流の推進）

平成7年3月　マイ・ミュージアム棟工事の

完成
「ハイパーハイビジョン風土

記」美濃路編ソフト完成



〔施設・設備〕

1博物館

本館「階 

マイ・ミュージアム 　「階 �*俎xｴ8ﾍ�����c��]｢���?�6��

EV 工ント ��c>�8ﾌ����c(�^2�

詔書 、人、 　∴一∴「 　∴i∴∴ �4ｸ5依員X揩�����齏｢�

S葛i臆 亰B�
疎 

マイ・ミュージアム 　2階 兌8ｮﾂ�

婁幕 

本館2階　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最 

くゝ ��h���ｸ�X���X������������������������������������~ﾒ�

控彩董＿朔 ギャラリー 収憩庫 マイ・ミュージアム 3階 ��788ﾘ6X4(���ｶ�(8�ﾇ�5x麌��gｸｭ�8､ｲ��｢�

応接室ハイビジョン ホール ／ マイ・ミュージアム 4階 俾�iKﾈｭH��)6ﾉkﾈ������ｨ����9z)�b�Tｨ�ﾜR���ty~ﾙ�ﾉ[i5x靃(7ｨ��8ｹ+｢�

マルチ 十∴ 室 倅�����7苹Kﾂ�5､�����dﾉ~ﾒ�

教育普及 三擢 蕊鶉室 
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・主要室名及び面積

2　館外施設

（1）自然観察のこみち

館内における“郷土の自然〝　の展示に対応し自然環境

の中に生きた展示として、季節とともに移り変わる自然

ノ

聞寄
しツl『旧徴山村民家

・様　式　木造かやふき2階建、南平入り

・主　材　ブナ・トチ

・建面積120．97m2

のすかたを観察できるようにしたこみちである。　　　　　・延面積197．48m2

全長約830mで、途中見晴らし台が3ヶ所、万葉集の植

物の案内、ツツジの群生地、百草園、マンサクの林など

が設けられている。

なお、樹林の特徴などが学習できるようグリーンアド

ベンチャー常設コースとして、40本の樹木にQ＆Aパネ

ルを設置している。

（2）旧徳山村民家

徳山ダム建設計画に伴い、徳山村は開村となり藤橋村

になったが、徳山の生活を後世に語り継ぐため、当時徳

山村戸入在住の宮川澄雄さんから家屋の提供を受け、昭

和62年10月7日、移築復元を完了したもので、生活用具

なども展示し無料開放している。

i総 ��x���(���、綴 ��

へ、＿㌶ 
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・間取り　下図参照

・建築年代　幕末から明治初年ごろと推定

・屋　根　入母屋式、切り落とし窓つき

＝‾一一「≒〒‾「車千二千専 　∴… 　凋 　t i‾＝l l と床ノ叩1－1－　ここ＝一合婁 旭日 

i　　　　　　　　り＿ヤェ 　　　　　　　　　E舟屋∵… Cヽ 

：；　　　　　　　　　㌧小 剿a機 

l I 　／／／＼ 　“＼、 

置 二三 

持、利／／」二十二二‾ ���8耳耳耳耳�R�

±±∴YiL ㌦／＼上一一「蓋 ��h�X,(*(���蕀?��r�ﾍﾈ8h6｢�

。一皿揖i二間日　置葦≡ 

▲2階間取り図



II　平成7年度　組織・運営

構 館長　次長 ��ﾙk�擺�ｧxﾇﾉYB�総務係 人文係 L＿旦」 マイiミュージアム係 国 

（分　　掌）

考　　　　山

麓∴∴∴∴史

民　　　俗

美術・工芸

動　　　　物

植　　　　物

地　　　　′学

平成7年4月現在

職　　　　員 倩�������kﾂ�磯　　　　貝 倩�������kﾂ�職　　　　員 倩�������kﾂ�

館　　　　　　　長 ��H���X��ﾄ���Oﾂ�〔学芸部〕 �����皐���i�驟��課　長　補　佐 兌ﾘ��皐���8����

次長兼総務課長 �'ﾉ(iW�k��ｮ)69�xﾆ(���学　芸　部　長 凵i併）　　Il �68��(h��ｶ���Wb�

〔総務課〕 刮ﾛ長補佐兼人文係長 儻���68��ﾔｸ��J｢�学　芸　主　事 舒(��68���8��u��

総　務　係　長 凵i兼）課長補佐（民俗） ��ﾘ��曰��ﾔh��謦�学　芸　嘱　託　員 僭���ﾆｸ��葈��Oﾂ�

主　　　　　　　　任 傅ﾈ��鮑��ﾔ�����学　芸　主事（考古） ��X��,ｸ��������課長補佐兼教育普及係長 ����:���躪����

主　　　事 　II ��x��68��th���B�〝　　（歴史） �6���=���支��nr�（兼）学　芸　主　事 倅���Oh��ｫ���鶯�

大　滝　陽　子 偃X����馼�儖ﾈ��ﾔ杏ﾈ�｢�岩　佐　伸　一 乂xﾇﾈ�ｩ�X蹴���ﾄ��今　尾　英　夫 

II 業務嘱託員 II II II Il II 假�鯖Oﾉ=��ﾌ9nﾉ�ｩOﾉ]ｸ���ｵH�(矯���'ﾉ>�����')�ｨ.�-ﾒ���:�ｹ韈��69�9�y,8���課長補佐兼自然係長 課長補佐（地学） II（動物） II（地学） 学芸主事（植物） 学芸嘱託員（昆虫） 謀輔佐兼マイミュージアム般 俘(ｻI|���nﾈｪ磯���伜){)�R��ﾈﾘxﾔ韆��皐�8ﾔH饕���68ﾉ(爾�抦ｿ��"�傅ﾈ��ﾋH��ﾘ�����

〔事業計画〕

1展示活動

事　　業　　　名 弍ｨ����������ｭB�主　　な　　展　　示　　内　　容 

常　　　設　　　展 ��自然展示室は「郷土の自然とおいたち」「郷土のさまざまな自然」をテーマに岐阜 

県の大地ができたようす、郷土の自然のあらまし、ふるさとの動物・柄物・岩石等 

を展示。人文展示室は「郷土のあゆみ」と「郷土の美術工芸」をテーマに郷上の原 

始時代から現在に至る歴史的な遺産や伝統的美術工芸品を紹介。 

特　　　別　　　展 滴��#X�ﾃh���������8�ﾃ�������岐阜県に生息する淡水魚を、絶滅危惧種、国の天然記念物も含めて、別製・浪漫 
「岐阜の淡水魚」 剳W本、飼育展示などにより紹介する。 

「美濃・飛騨の 剽･令時代の美濃・飛騨両国の歴史と文化の特色を、東山道・飛騨路を始めとする 

古代史発掘」 ～律令国家の時代－ 剌矧X道による交流の様子、両地域の遺跡の調査研究成果をふまえて紹介する。 

資　料　紹　介　展 度�����ﾃ��紕�������ﾃ���2�南米ボリビアで産出した三葉虫をはじめとする化石とボリビアの民俗について紹 
「南米ボリビアの三葉虫」 刮薰ｷる。 

「岐阜とユタ州の恐竜」 刳�血ｧ恐竜化石調査団の手取層における恐竜の調査研究成果の紹介とユタ州の恐 

竜について展示する。 

特　別　陳　列 �(�緝�ﾃ8��#B�岐阜県下各市町村に所在する国や県指定の文化財をはじめとした優れた文化遺産 
「ふるさとの 凾�Aシi）－ズ企画で紹介する。 

文化財紹介展」 剿{年度は岐阜地区を対象とする。 
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2　教育普及事業

事　　業　　名 弍ｩ?｢�対　象 �.�R�内　　　　　　　　　　　　　　　　　　容 

特　別　展　講　演　会 店�絣� ��「滅びゆく日本の淡水魚」　　　　　琵琶湖文化館羊芸貞　前畑　政書氏 5／21 劍�Y+y|t末�,��i�x+x.仍ｸ�h����������kﾈﾌ8夊����Xｧx��ｻ8���ｾ頽���ｫｹ&ﾘ���

11／5 劍�Xﾌ9�8鮑��,hｪ(�h������������ｹ�78ﾙ�zyH饂渥���ﾖﾈﾌ8�+x��������脂Wh���

特別展シンポジウム ������R� ��「古代の美濃・飛騨を考える」　　　　　三重大学　教授　八賀　晋氏他 

文　化　講　演　会 �����2� ��「教科書にない自然一古老の語り－」　　　　民俗研究家　脇田　雅彦氏 

博　物　館　講　座 塗�紕� ��岐阜の淡水魚 

7／／2 劔?ｩgｹZxｻ8,ﾉzﾈ.､���������������������ﾊyH饂渥侏9�ﾉ[hﾅy+x���Y����ｺx諟���

8／27 劍ｯ)Xﾈ,ﾈｻ�{2�

9／10 劔?ｩgｹZxｻ8,ﾉzﾈ.､曝��������������������ﾊyH饂渥侏9�ﾉ[hﾅy+x���Y����ｺx諟���

9／23 劍ｯ)Xﾈ,ﾈ懆�"�

10／22 劍*ｸ,ﾈ+�,ﾈﾗY�(����������������������������*�?ｩ�ｨ���y�(��揵}�����L倩��

岐阜市立女子短期大半　教授　森　　基子氏 

ll／19 劔zY}��x岑,ﾉOﾉEｨﾙ��YO)�ｸﾙ��

11／26 劔?ｩgｹZxｻ8,ﾉzﾈ.､粕�������������������ﾊyH饂渥侏9�ﾉ[hﾅy+x���Y����ｺx諟���

1／28 劔?ｩgｹZxｻ8,ﾉzﾈ.ｨux��������������������ﾊyH饂渥侏9�ﾉ[hﾅy+x���Y����ｺx諟���

2／11 劍ｯ)Xﾉ&霎h,ﾉ[h嶌ﾞ���樞�

2／18 劍ｯ)Xﾈ,ﾈｴ�峪��Z��

3／17 劍ｯ)Xﾉ&霎h,ﾉ[h嶌ﾞ�ﾆ���

自　然　観　察　会 鼎��繧�小中　生 鉄��チョウを観察しよう 

4／29 �50 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�,ﾈ�m�/�+(-x.h*H������������4��ｨ�ﾈ984�6�7�986�88�ｸ馼ｼh�｢�

5／27 �45 ���?ｹ;H/�%Hﾉ�+X.h*B�

7／30 �50 估�.�,h.ｨ.���7ｸ8ｨ7(4�,ﾈ峪���

8／1 �40 �H,ﾉ��Z�4X4�6(6�984��

8／8 傅ﾉ(h���b�40 �H,ﾉ��Z�4X4�6(6�984���

1／6 �10 �7�,ﾉI�Z�4X4�6(6�984��

11／／13 �50 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984��

3／23 �40 �4ﾈ6ﾘ5)(�/�ｬ��+X.h*B�

ジュニア恐竜探検隊 嶋������ﾃ�"�小学5・6年生 鉄��探検．〟恐竜回廊’95　　　　　　　　　　　　宿泊：福井県立青少年センター 

陶　　芸　　教　　室 祷���R�一　　般 �3��茶碗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田孝司・春海氏 

たの　し　い博物館 滴��3�� 鼎��よろい・かぶとを着てみよう 

5／13 �50 �.(+8.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�

6／10 �40 �+ﾘ,ﾈ+X*)��.愛x��������������������������������������������ﾚ�皐��椹jH���

6／24 �40 50 40 50 50 �+ﾘ,ﾈ+X*(鑄ﾝxﾔ��������������������������������������������Ynﾈ���ﾙu倩��

7／8 劍4�485�,Y%Hﾉ��Hx�H饂渥��

8／20 劔'ﾈﾝxﾔ���'ﾈ,X*�.�+�.�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ�������������������������靈H��[iu倩��

9／9 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

10／8 劔;�(,ﾈ��.x+X/��ﾈﾋ�+X.h*H��������������������������������W��ﾈ����倩��

10／14 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

10／28 劍苓ｿ9*H.�,�*y�ﾘ+X.h*H��������������������������������������鈴8�檍檍蹴�

11／11 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

11／25 劔LX柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�

12／9 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

12／17 劔�ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H���������������������������������������靈H��[iu倩��

12／23 �40 100 �.ﾘ.xﾝxﾔ����8ﾈ�,ﾈ�ﾈ.�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ�������������������������Ynﾈ���ﾘｷh���

1／27 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

2／10 劔H饂渥�,ﾈ��{�/�*�+�*H�們ｩ�h檍�｢�

2／24 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

3／9 劍6�487(5x8x98,Xｧ�+X.�*B�

特　　別　　行　事 店��2�親　　子 �����ふるさと太鼓フェスダ95　　　　　　　　　　　　　関孫六太鼓保存会ほか 10／22 劍*ｸ,ﾈ+�唏ﾙ�ｯ)Xﾉ�ﾈﾋ�5ｸ7�6��ｸ8ｸ��������������������������ｺHﾜ8�Hﾊy}��ﾙYB�

1／7 �200 俯Y��*ｨ.H/���-x.h*B�

3　マイミュージアムギャラリー展示計画

出　展　者 �>�������������vR�

岩田　　伸雄 丿X顥�H鏸��OﾉEｨﾌ9:�,�,r�

井戸　　誠嗣 �6�487H���饂�,�,r�

各務　今朝一 �8��ｸ8ﾘ6(7�,ﾈ6�986�6�6(4�,�,r�

梅村　　信芳 傚�枌�

出　展　者 �>�������������vR�

可児　幸彦 �7H488ｸ8�4ｨ8�8��

守ヶ洞　雅彦 傚�Uｸ��ｻh慄?ﾈ.厩)�(､r�

安田富貴子・鏡代 �:舒ﾘ��Zy�ﾈ��Zx柯,�,r�

船守　走喜代 ���H����,�,r�

マイミュージアムギャラリーの展示については、個人の責任でなされます。
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III　平成6年度のあゆみ

職　　　　　　　　　名 倩�����������kﾂ�職　　　　　　　　　名 倩�����������kﾂ�

館　　　　　　　　　　　　　　長 �����(����,9&｢�〔学　　　　云　　　　部〕 �����皐���i�驟��

次　長　兼　総　務　課　長 ��ﾕﾙ�����ﾝhﾉ俟育��学　　　　芸　　　　部　　　　長 

〔総　　　　務　　　　課〕 刮ﾛ　長　補　佐　兼　人　文　係　長 冢ﾈ��ﾋH������ﾄ��

総　　　　務　　　　係　　　　長 刮ﾛ　長　補　佐（美術工芸担当） ��X��nﾈ�����u��

主　　　　　　　　　　　　　　任 倡8��ﾋH���������II　　（民　　俗　〝） ����68������繒�

主　事 II II 業務嘱託員 II II II II II ��x��68��th���B�〝　　　（歴　　史I′） 兌ﾘ��皐���8����

大　滝　陽　子 乂x��ﾇﾈ��皦��馼�俟ﾈﾌ8�Y��讓x��｢�大　塚　　　章 

酒　井　美　奈 �ｸ��+x��^(��ﾛ(��ﾉ8��齪���(��ﾅx��+r�遠　藤　俊　治 

長谷lii陽　子 �ｸ��+x��^(��ﾛ(����&隗y%99h�｢�下　畑　五　夫 

亀　山　綾　子 ��ﾄ���������:饂���｢�杉　山　降　則 

加　藤　京　子 ��ﾄ���������&隗x���ﾈ�ﾈ�｢�lii合　康　司 

田　代　千津子 乂x��ﾇﾈ��皦��馼������Z���x��｢�井　上　好　事 

竹　内　寿　子 乂x��ﾇﾈ���ｨ���X��醜�俑�(���x��｢�説　田　健　一 

古野村　美保子 �ｹ+y^(ﾛ(ﾉ8ｻ8孜X�ｷ佛y+r��佶8�ｨ攣+y^(ﾛ"�ｧxﾇﾈ皦饕�ｧxﾇﾈ�ｩ�X蹴�白�白�安藤志郎 平井正春 三尾寛次 今尾英夫 大前匡昭 梅渓昌美 

2　異動

転出　学芸部長　　　渡　辺　利　昭　　転入　学芸部長

課長補佐　　　今　津　利　治　　　　　課長補佐

II　　　　　後　藤　常　明　　　　　　　II

学芸主事　　　前　田　　　伸　　　　　学芸主事

主　　事　　　仁　科　純　子　　　　　主　　事

3　歴代館長名籍

在職期間（年度） 倩���������kﾂ�

1 傴ｩ��S�D��小　幡　忠　良 

2 傴ｩ��S)D闔ｨ諸��SID��松　尾　克　美 

3 傴ｩ��SYD���諸��SiD��大　橋　桃之輔 

4 傴ｩ��SyD闔ｨ諸��S吋��吉　本　幹　彦 

5 傴ｩ��S僖��関　谷　美智雄 
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石　井　新太郎

下　畑　五　夫

川　合　康　司

井　上　好　事

大　滝　陽　子

在職期間（年度） 倩���������kﾂ�

6 傴ｩ��c�D闔ｨ諸��c�D��鹿　田　照　夫 

7 傴ｩ��c)D闔ｨ諸��c9D��森　崎　利　光 

8 兌ﾙ�ﾈﾋ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃ)D��伊　藤　秀　幸 

9 兌ﾙ�ﾃ9D闔ｩ[ﾙ�ﾃID��篠　田　幸　男 



〔日誌抄〕

平成6年度

4・1「岐阜県博物館報」第17号発行

1　辞令交付

（一9月4日）

17　日曜講座「鉱物・動物のふしぎ」

26　岐阜県児童生徒科学作品展移動

展（〉8月7日）

31親子教室「火おこし器をつくろう」

9　たのしい土曜教室「春のチョウを　　8・12－13　ジュニア恐竜探検隊（福井県

観察しよう」　　　　　　　　　　　　　　　との交流事業）

25　特別展「川に生きる一一水運と漁労　　　　21親子教室「竹細工（笛・竹とんぼ

－」開場式（－6月27日）　　　　　　　　　をつくろう）」

29　自然観察会「観察のこみちの植物

を調べよう」

29　岐阜県博物館友の会総会

5・1　特別展講演会「長良川のアユつく

り」

3　民俗芸能「関孫六太鼓」

5　親子教室「紙でいろいろなものを

つくろうI」

8　日曜講座「特別展『川に生きる』展

示のみところ」

13　岐阜県博物館協会総会

14　だのしい土曜教室「やさもの（人

形をつくろう）」

15　日曜講座「飛騨）ii・木曽川の木材

流送」

22　自然観察会「根尾・美山の昆虫・

植物ウオッチング」

29　特別展講演会「筏を流す」

6・6　県議会文教警察委員視察

11だのしい土曜教室「やさもの（日

12・4　親子教室「凧をつくってあげよう」

10　だのしい土曜教室「版画で年賀状

をつくろう」

12－19　ユタ州訪問（化石の借用、交

流の推進）

18　親子教室「わら細工（しめなれを

つくろう）」

21博物館職員研修会（接遇研修）

27　仕事納め式

28　日曜講座「植物・昆虫のふしぎ」　1・4　仕事初め式

9・10　たのしい土曜教室「秋のチョウを

観察しよう」

25　陶芸教室「花瓶」

27　特別展「美濃山地の自然」開場式

（－11月23日）

10・4－5　東海三県博物館協会交流研

修会（於．岐阜市）

6－7　科学学習推進モデル事業（於．

博物館）

8　たのしい土曜教室「クイズで探検．〟

博物館」

9　日曜講座「特別展『美濃山地の自

然』展示のみどころ」

16　日曜講座「ふるさとのほ乳動物」

23　特別展講演会「美濃山地の地史」

30　親子教室「体感、『きのこ王国』秋

だI旬だI」

30　入館者160万人突破

11・3　文化講演会「海の文化・山の文化」

用品をつくろう）」　　　　　　　　　　6　自然観察会「根尾・美山の化石

16－17　東海地区博物館連絡会議（於．

甲府市）

24　第三次県恐竜化石調査団結団式

26　陶芸教室「茶碗」

30　全館くん蒸（臨時休館－7月7日）

7・9　たのしい土曜教室「たのしい切絵」

17　資料紹介展「自然界のふしぎ発見」

〔博物館協議会〕
当協議会は、博物館の運営に関し、

ウォッチング」（雨天中止）

10－11全国博物館大会（於：神戸市）

12　たのしい土曜教室「よろい・かぶ

とのつくりを知ちう」

20　特別展講演会「美濃山地の生物相」

23　ふるさと探訪「美濃焼のふるさと

を訪ねて」

8　特別行事「七草かゆを食べよう」

14　たのしい土曜教室「五年公開のバー

ドウォッチング」

18－19　福井県・岐阜県恐竜化石調

査交流会（於：関市）

27　会計検査院実施検査

29　日曜講座「濃兼の古代寺院」

2・3　特別陳列「ふるさとの文化財紹介

展」（－3月24日）

11たのしい土曜教室「博物館の資料

をかこう」

19　親子教室「紙でいろいろなものを

つくちうII」

24　MMギャラリー企画運営会議開

催（於．岐阜巾）

3・7　岐阜県博物館協議会開催（於．岐

阜市）

10　岐阜県博物館協会常任理事会開

催（於：岐阜吊）

11だのしい土曜教室「美しい貝を知

ろう」

19　日曜講座「『ふるさとの文化財紹

介展』展示のみとこち」

27　マイ・ミュージアム棟完成引渡

し

館長の諮問に応じ、また意見を述べる機関として、岐阜県博物館条例（昭和51年）

第2条の規定に基づいて設置され、委員は次のおとりである。

勤　　　務　　　先 現　　　　　　職　　　　　　名

中瀬　洋書

片桐　武司

金岡　勝一

熊田　光久

○板倉　文吉

篠田　　薫

島崎　藤雄

◎土屋　　斉

中西　良太

松野　知文

清勝　昭大

和田　吉弘

大垣女子短期大学

学校法人岐阜清美学園

岐阜県立大垣北高等学校
岐阜県博物館友の会

千代菊㈱

かくや第三幼稚園

岐阜市方県公民館

㈱大垣共立銀行

岐阜市立東長良中学校

岐阜市立長良西中学校

名古屋テレビ放送㈱岐阜支局

岐阜大学教育学部

大垣女子短期大学　学長

岐阜県私立中学高等学校協会長

岐阜県高等学校長協会　副会長

岐阜県博物館友の会　会長

千代菊㈱取締役会長

学校法人篠田学園

かぐや第三幼稚園　副園長

岐阜県公民館連合会　会長

㈱大垣共立銀行　取締役名誉会長

岐阜県中学校長会　会長

岐阜県小学校長会　会長

名古屋テレビ放送㈱報道部
岐阜大学教育学部　生物地学科　教授

◎…会長　○‥i会長代理 （平成7年3月31日現在　五十音順）

－10　－

〈開催状況〉

月　日　　平成7年3月7日

場　所　　岐阜県民ふれあい会館

特別会議室

議　事　・マイ・ミュージアムに

ついて

・マイミュージアムギャ

ラリーの運営に関する

検討
・その他



〔実施事業の概要〕

平成7年3月27日、開館以来最大の事業であるマイ・

ミュージアム棟の竣工がなった。昨年1月来、百年公園

の20年近くのしじまを破った建設の槌音は、博物館の新

時代の到来を告げる木霊であった。新時代の幕開けはなっ

た。

総面積1，632．9mの新棟は、落ち着いた薄焦茶のレンガ

状の外壁と、周囲の自然を写すミラーガラスの対比が映

える近代的偉容を誇る。1階のエントランスボールは、

実際は地階に当たり、来館者にとってのアクセスは、こ

の棟のエレベーターとあいまって、従前よ川よるかに容

易なものとなった。

2階のマイミュージアムギャラリーに展示される県民

の収集“所蔵品の応募も40件を超え、展示計画案もまと

まりオープンを待つばかりである。3階ハイビジョンホー

ルで150インチの画面に写し出される風土記（美濃路編）

の完成は、世界初のソフトシステムとして各界からの注

目を集めている。ここは4階のマルチメディアスタジオ

と併せ通産省のマルチメディア情報センターとして全国

6機関の1つであり、創る、視る、発信する機能を備え

たマルチメディア工房として発展することを使命とした

施設である。（詳細別掲）

平成6年7月に大野郡荘川村尾上郷で実施された第3

次県恐竜化石調査団の調査では、東海地区で初めて「含

恐竜化石地層」を確認、獣角類のものとみられる恐竜の

歯など6点を同定した。また、博物館交流事業の一環と

して、岐阜県産である可能性が高い恐竜卵化石の研究調

査を、福井県博物館と進め、その結果の報告ができたこ

とも特筆に価する。

その他、アメリカユタ州との博物館交流事業では、平

成6年12月に2名の職員がユタ州に派遣され、ブリガム

ヤング大学地球科学博物館をはじめ各地の博物館との交

流を一層深め、「花フェスタ95」展示のスーパーザウルス

等の恐竜化石借用の実をあげ、将来にわたる友好関係樹

立のためのコンセプトを交わした。

施設面では、3年に1度の全館〈ん燕を行い、環境整

備事業として、本年度も屋上防水工事が行われた。展示

備品としては珍種イトウなど主に魚類の剥製標本の作成

ができた。

1調査研究活動

人文関係では、「岐阜県の風土」というテーマで、失わ

れつつある郷土の山村の人々の〈らしを中心に、歴史や

遺跡等を含め総合的に調査し、伝統的な生活文化の記録

保存を図った。自然関係では「伊吹の自然」というテー

マのもとに、伊吹山、霊仙岳を中心とする伊吹山系一帯

の自然を総合的に調査研究を行った。

2　展示活動

下の表に示すように、特別展2回、資料紹介展1回、

特別陳列1回を行い、スタディコーナーの充実を図った。

3　資料収集活動

人文関係では、来年度の特別展に因んで、美濃・飛騨

地区の古代史発掘に係わる資料の収集に努めた。自然関

係では、やはり特別展との係わりで、岐阜の淡水魚や、

その他珍しい魚類の標本資料の収集に力を注いだ。

4　教育普及活動

本年度は、日曜講座8回、土曜講座11回、親子教室11

回、自然観察会6回など、例年以上にきめこまかな教育

普及活動ができ、そのいずれも盛況であった。特に本年

度新事業の親子教室“体感、「きのこ王国」秋だI旬だi〝

は、県林政部との共催になる初めての試みであり、120名

を超す参加者は、百年公園で自ら採取したきのこの「き

のこ汁」に舌つつみをうつなど、きのこに関する講演と

併せて秋晴れの楽しい1日を体験した。3年目となる、、七

草かゆを食べよう〟の特別行事にも、250名という参加者

があり昨年以上の人気を博し、すっかり定着した行事と

なった。

なお、本年度入館者数は49，714名であった。

事　　　　業　　　　名 弍ｨ����������ｭB�噴　　　　　　示　　　　　　内　　　　　　容 �?ﾈｭ倆)�B�

常　設　展 僖�����������ｭB�「武家社会」及び「郷土の100年」のコーナーにそれぞれ資料を追加 ��

し展示の充実を図った。刀剣も随時入れかえた。 

特　別　展 滴��#h�ﾃh�����木材のIii流し、筏による輸送を扱う「筏を流す」、篭の渡しや船橋 ����3cs��
「liiに生きる 凾�ｵった「liiを渡る」、川魚をとる漁具等を扱う「魚をとる」の三部 

一水運と漁労－」 祷��#x�ﾃ����#2�構成により、川とともに生きた人々の姿を紹介した。 

「美濃山地の自然」 剩�Z山地の動・植物層、地層と岩石等の自然全体にわたって7部門 ��X�3�Sb�

構成で展示した。この地を特色つ1ナる根尾谷断層や濃尾地震の展示等 

に併せて、山村の民俗文化も一部紹介した。 

資料紹介展 度���x�ﾃ��紕�自然界のさまざまな不思議な生態や現象を、大地、植物、動物、昆 度�3s#r�
「自然界のふしぎ発見」 剪氏Aキノコの5部門での展示と、観察・実験法の実際を提示した。 

特別陳列 �(��8�ﾃ8��#B�岐阜県下6地区の貴重な文化財等の優れた文化遺産をシリーズ企画 滴�3sコ�
「ふるさとの文化財紹介展 凾ﾅ紹介する初年度。西濃地区20市町村の特色ある資料を一堂に展示し 

～西濃地区～ 凾ｱの地区の特色を明らかにし紹介した。 

スタディコーナー 僖�����������ｭB�「刀剣」（4月）「大型は乳類の足跡」（～6月）「徳山の縄文時代」（5 ��

月－7月）「慾斎が描いた虫」（6月一8月）「世界の陶芸」（8月－9 

月）「ドングリと紅（黄）葉」（9月－11月）「いろいろなはかり」（10 

月一2月）「水辺の鳥・カモ」（12月－2月）「刀剣」（3月）「軟体動 

物の分類と進化」（3月） 
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〔刀剣展示・スタディコーナーの概要〕

1刀剣コーナー

人文展示室2の「刀剣コーナー」では、美濃の刀剣を

中心に、備前刀など他国で作力された名刀や珍しい刀剣

を展示した。平成6年度の年間展示資料は、下記のとお

りである。特に、年間を通じて、太刀・打力・短刀・槍

など各種の刀剣を展示したり、刀身だけでなく、常設展

の一部に「拓コーナー」を設け、大力掠・打刀描・薙刀

推・槍拓などを展示し、小中学生から一般の方まで広く

刀剣に親しめるようにした。また、同時に刀鍛冶の製作

過程など実物資料を通して学べるようにした。

第　1　期 ��h��(��ｯ｢�第　3　期 

平成6年4月1日一平成6年9月11日 兌ﾙ�ﾃiD纔ﾈ��)?ｨ自[ﾙ�ﾃiD���ﾈ�#Y?｢�平成6年11月26日一平成7年3月31日 

刀　無銘　志　　　　　　　　　　津 僞H��k9l���e���������������������,2�刀　無銘　志　　　　　　　　　　津 

刀　無銘　直　　江　　志　　津 �8���k9l���+ﾈ����ﾕﾘ����e�����,2�刀　無銘　直　　江　　志　　津 

刀　　銘　長　　谷　部　国　　信 �8�����l���+x����$ｨ��YH����ﾙ����ﾒ�刀　　銘　長　　谷　部　　国　信 

太刀　銘　兼　　　　　　　　　　光 ���8���l���Fx����[ﾘ����ﾗ8�������太刀　銘　波　　平　　行　　安 

刀　　銘　濃　州　赤　坂　住　兼　元 ���8���l���ﾉ8��������������������ﾏR�太刀　銘　兼　　　　　　　　　　光 

刀　無銘　大　　　　　　　　　　道 �8�����l���6����ﾈ���H��ﾞ(�����ﾉ8��ﾋ2�刀　　銘　渡　川　赤　坂　住　兼　元 

知刀　銘　兼　　　　　　　　　　高 �8���k9l����X��������������������;��短刀　銘　左 

槍　　銘　兼　　　　　　　　　　貞 �%ｩ8���l���ﾉ8��������������������+ﾂ�寸延庖刀銘　伝　　　　広　　　　光 

刀　　銘　洛陽住尾崎長門介藤原正隆 ��H����l���ﾉ8����������������������.R�槍　　銘　兼　　　　　　　　　　占 

2　スタディコーナー（人文）

①「刀剣」（4月）

刀剣の名称や種類、鑑賞のポイントなど実物資料を

用いて分かりやすく解説した。

②「徳山の縄文時代」（5月－7月）

現在発掘調査が行われている旧徳山村から出土した

代表的な土器や石器を展示し、縄文時代に生きた人々

の姿の一端を紹介した。

③「世界の陶芸」（8月－9月）

イタリア・台湾など珍しい陶芸作品を展示した。

④「いろいろな砕」（10月－2月）

米俵など重い物をはかる千木秤、金・銀・薬など少

量で精度が必要な物をはかる皿秤、両替商の天秤など

を紹介し、今では目にすることの少なくなった秤を見

直す契機とした。

3　スタディコーナー（自然）

このスタディコーナーでは、ふるさとの自然資料に関

わるトピック的な話題や季節にマッチした身近なテーマ

を、地学、動物、植物の各分野ごとに実物資料と解説パ

ネルでわかりやすく展示紹介している。

◇「大型は乳類の足跡」・・・3月－5月

平成5年3月、美濃加茂市で発見された大型は乳類

足跡化石を採掘して展示した。美濃加茂市、可児市を

中心に堆積している新生代第三紀の可児層群から産出

するほ乳動物や貝類、魚類、植物等の化石、また現世

サイの歩行調査も展示し、当時の環境の推察を行なっ

た。

◇「慾斎が描いた虫」…6月－8月

草本学者として有名な飯沼慾斎は、『本草図譜第九巻

虫部・介部』に約130種類の昆虫を描いた。今回は、そ

の中からギフチョウ、タガメなどを紹介した。

ー12

◇「ドングリと紅（黄）葉」・・・9月－11月

カシやシイの仲間の実を通称、ドングi）と呼んでい

るが、その種類や見分け方などかからないことが多く

ある。そこで、ドングi）を実際に分類できるように実

物標本をもとに展示した。また紅（黄）葉のしくみの

不思議さを図資料と実物標本をもとに展示した。

◇「水辺の鳥・カモ」・・・12月～2月

冬鳥「カモ」には、姿の美しい烏が多い。今回はア

ヒルの原種であるマガモ、長い尾（ピンテールと呼ば

れる）をもつオナガガ壬、雌雄の仲が良いオシドリな

どよく親しまれる烏を中心に紹介した。

◇「軟体動物の分類と進化」…3月

現在8万一10万の種類を誇る軟体動物は、数億年の

間に様々な進化をとげた。その進化を捕食者との関係

から純介した。

溝 ��
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〔特別展〕

1「liIに生きる　～水運と漁労～」

4月26日（火）－6月19日（日）

山林に恵まれた飛騨、実演両国は早くから森林の開発

がすすみ、切り出された木材は飛騨目上木曽川、長良川、

高原用などを通じて運はれ、川は木材輸送の大動脈とし

ての役割を果たしていた。近世になると河月i交通がさか

んになり、道がIiIと交わるところでは渡し船、船橋、寵

の渡しなど、いろいろな工夫がなされた。また、lliには

いろいろな種類の魚が生息し、人々は長い経験かち得た

知識と工夫によって、さまざまな漁具、漁法を生み出し

てきた。

本展では、水運と漁労に焦点をあてて、月はともに生

きる人々の姿を紹介し、ふるさとのl旧こ関心をいださ、

川と人とのかかわりをさまざまな面から見つめ直す契機

とした。

く展示内容〉

（1）筏を流す

鉄道や自動車交通が発達するまでは、月iは物資の重要

な輸送路であった。なかでも長大で重量のある木材の輸

送に、川は大いに利用された。

ここでは、山中での立木の伐採・造材から谷川までの

搬出、谷川から本流までの流送、本流上流部での流送、

そして綱場で筏に組み、その筏を下流の木材集散地まで

流した木材の輸送の様子を、山樵用具、元伐関係絵図、

運材模型、筏関係資料、適材絵図などの資料378点で紹介

した。

主な展示資料は、国有形民俗文化財の「飛騨の山樵及

び木工用具」、桟手・臼・修羅・筏などの模型、下原中綱

場・錦織綱場などの絵図、木材が幕府や尾張藩の御用材

であることを示すため筏にたてた族、地形がけおしい飛

騨の山中で伐採した木材を、飛騨川から木曽川を経て尾

張白鳥湊まで流送する過程を描いた木曽式伐木運材図会

など。

”∴∴γ““‾“－－．“““ 懸； 
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（2）川を渡る

川は道路交通にとっては障害であり、近代的な架橋技

術が進むまでは、）IIを渡る手段もいろいろ工夫された。

ここでは、江戸時代から大正時代にわたって街道が横

切る川に設けられていた船を利用した橋の資料、けわし
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い山中の谷を横切る道に設けられた索道方式の範の渡し

に関する資料、そして現在も少数ながら残ってはいるが

各地にあった渡船と川湊関係の資料など137点を紹介した。

主な虞ホ資料は、木曽川にあった八神渡船の関係資料、

岡田式渡船の関係資料、船上での生活用具、船大工道具、

佐波川・墨俣川・小熊川船橋絵図、範の渡しの実物大模

型・図・版画・根付、藤橋の図、木曽川・長良III舟運の

運賃表など。

（3）魚をとる

生鮮な魚介類は、私達の大切な蛋白源であり、川や池

の魚や貝なども大昔から漁労の対象になってきた。

ここでは、岐阜県内の河）旧こおいて行われているいく

つかの伝統的な漁法とそれに用いられる漁具などを、魚

の標本や写真などとともに、155点の資料で紹介した。

主な展示資料は、サツキマス・アユ・アジメドジョウ・

ヨシノポリ・チチブ・カジカ・アマゴ・ウグイ・モクズ

ガ二などの標本、国有形民俗文化財の「徳山の山村生活

用具」、とろ流し網・中猟網・夜lii網・登り落ち・地獄網・

アユ瀬張り網・カニ籠・アジメ答・ぼうちょう網・投網・

竹筒・地びき網・鵜網漁等の漁具と写真など。

謙譲 
く関連事業〉

○特別展講演会

5月1日「長良川iのアユづくり」

岐阜大学教授　和田吉弘氏

5月29日「筏を流す」

岐阜大学教授　松田之利氏

○日曜講座

5月8日「特別展『伸二生きる』展示のみどころ」

5月15日「飛騨川・木曽川の木材流送」

○図録「川に生きる」（B5判　56ページ）



2　美濃山地の自然

9月27日（火）より11月23日（視）

濃尾平野から北西の方向を眺めるとき主峰能郷白山（1617

m）を中心に、標高1000mを越える美濃山地の山々が連

なっている。

美濃山地の地質は、古生代から中生代のグリーンロッ

ク、石灰岩、チャート、砂岩などからなる美濃帯やそれ

より新しい花こう岩、花こう閃緑岩あるいは流紋岩など

から構成されている。チャートや石灰岩には、放散虫、

シカマイアあるいはフズリナなどの化石が多く含まれ興

味深い地域である。

また、美濃山地一帯は、活断層が多い。その一つであ

る根尾谷断層は、1891年に濃尾地震を起こし本県に多大

な損害を与えた。人々の目の前で出現した地震断層は世

界的にも注目を浴び、昭和2年に国の特別天然記念物に

指定されている。

脊稜山脈の一部をなし、分水嶺でもある美濃山地は、

多くの植物分布境界線がある。また、県下でも有数の石

灰岩地帯のため好石灰岩植物が多く、これを寄主とする

特徴的な昆虫がごく最近発見された。山麓から山頂部一

帯に分布する常緑広葉樹林から落葉広葉樹林には、イノ

シシやクマなど県内で見られるほとんどの種類の野生動

物が生息している。このように美濃山地の植物相や動物

相は、変化に富んでいる。

この自然に恵まれた美濃山地は、福井・滋賀両県と境

をなし、古くから西の文化との接点として、能郷の能狂

言のようなこの地域独特の文化をはく、〈んできた美濃の

ふるさとともいえる地である。

本特別展では、美濃山地の自然の展示を通して、ふる

さとの自然史と自然との共生を図ったこの地の先人の文

化の一端を紹介し、今日的課題である自然保護と生活、

ふるさととアイデンティティの育成の一助となることを

目指した。

く展示内容〉

次の7つのコーナーに分けて、標本239点、民俗資料18

点、レプリカ・模型14点、地震資料4点、パネル・写真

102点、合計377点を展示した。

（1）山村の民俗文化

中世の面影を伝える能狂言、トチの木と木地師、コウゾ
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と紙すさの技術や文化について、実物・写真資料で展示。

（2）生息する動物たち

ブナを代表する森林地帯に生息するツキノウグマ、ボ

ンシュワジカ、ニホンイノシシなどの大型は乳類の剥製

標本やネズミ・モグラの分布をはじめとして、野鳥、分

布が興味深いオヤニラミ、石灰岩地域に多く棲む陸貝を

展示。

（3）特色ある昆虫の分布

ブナ林に見られるマヤサンコブヤハズカミキリなどの

寒地性昆虫や、川沿いに残された照葉樹林に生息するヒ

メハルゼミ・ヒサマサツミドリシジミなどの暖地性昆虫

の標本を展示。

（4）変化に富む植物相

温帯林と暖帯林の接点でもあl主　同時に日本海側と太

平洋側との接点でもあるため多様な植物が見られる。ま

た、めずらしい好石灰岩植物、シダ植物あるいはカワノ

リも分布している。これらの標本を展示。

（5）地層と岩石の宝庫

岩石や地層、フズリナやサンゴなどの化石から明らか

にされた美濃山地の大地の生い立ち、世界でも最大級の

二枚貝シカマイアの化石及びその復元棋聖を展示。また、

能郷白山の山休をつくる花こう閃緑岩の絶対年代を測定

した結果、従来考えられていたより約5000万年も新しい

ことがわかったのでそれも合せて紹介した。

（6）鉱物資源の菊花石

マンガン、スカルンなどの小鉱山が多く、盛んに採掘

されていた。現在は、石灰岩・ドロマイト鉱山が横行し

ている。また天然記念物の菊花石を展示。

（7）根尾谷断層と濃尾地震

多大な被害を及ぼした濃尾地震の地震波の記録、震源

である根尾谷断層のはぎ取り標本などを展示。

〈関連事業〉

○特別講演会

10月23日「美濃山地の地史」

岐阜大学助教授　小井土　由光氏

11月20日「美濃山地の生物相」

名古屋女子大学教授　佐藤　正孝氏

○日曜講座

10月9日　特別展「美濃山地の自然」展示のみどころ

当館学芸員

○自然観察会

5月22日　根尾美山の植物ウォッチング

11月6日　根尾美山の化石ウォッチング（雨天中止）

○図録出版
「美濃山地の自然」B5版、63ページ



〔資料紹介展〕

自然界の．！、しぎ発見

平成6年7月17日（日）－9月4日（日）

地球が誕生して46億年、生命が誕生して35億年。その

間、大地も大きく変化を繰り返し、生物も多様な種を生

み出してきた。絶滅した種もあれば、それぞれに形を変

えながら生きぬいてきた程もある。したがって、自然界

には、人間の想像を越えた複雑で魅力的な、時には「ふ

しぎな」と形容したくなるほどの生命の営みや事象がみ

られる。

木の葉にそっく用こ擬態する昆虫「コノコムシ」。鋭い

くちばしを巧みに動かし工サを取る「イヌワシ」や「ト

ビ」湿地に巧みに適応している氷河期の生き残りといわ

れる「ミカワバイケイソウ」。

太古に生きた様々な生物の生活の様子を見事にうつし

だしている「化石」の数々。

本資料紹介展では、来館者の方々に、上記のような自

然界のすぼらしさの再発見の場となり、より自然に親し

むことにつながることとなるように配慮した。

植物と動物のふしぎの展示の一部

く展示構成〉

館蔵資料を中心に、180余点の資料を下記のような構成

のもとに展示した。

（1）大地のふしぎ （3）動物のふしぎ （5）キノコのふしぎ ���(�ｩ��Z�,ﾈ-8+X*ﾂ��滴�ｨﾚ�(�,ﾈ-8+X*ﾂ��塗�ｨ齷�(/�+(-x.h*B�

（1）大地のふしぎ

進化の様子や現世の生物との関わりの深い地学資料を

展示した。

生きている化石としては、1－2億年前のシーラカン

スの化石や2000年一3000年前のアリ・ハエなどが、その

ままの姿で残っている現柏などを展示した。

また、最近、注目をあびているモササウルスやスピノ

ザウルス・エドモンドザウルスなどの恐竜や絶滅してし

まったゾウの仲間（ナウマンゾウ）の下顎部分の歯を展

示した。さらに、世界最大級の古代のサメ、カルカロド
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ンの歯なども展示した。

（2）植物のふしぎ

ウツボカズラなどの食虫植物、低地の湿原に生き残る

氷河時代の遺存植物、スミレの仲間を増やす方法を展示

した。

食虫植物では、東南アジア産のウツボカズラを立体標

本で展示した。またスミレの仲間を増やす方法では、昆

虫を利用した種子の拡散方法などを模型資料をもとにし

てわかりやすく展示した。

（3〉　動物のふしぎ

さまざまな烏のくちばしの長さや形を比較しながら見

ていくと、エサの違いやさらには環境まで見えてくる。

多くのくちばしや拡大写真を展示し、くちばしの比較

ができるようにした。

（4）昆虫のふしぎ

カブトムシの角の役割、種を残すために進化した昆虫

や天敵から身を守るために特殊に進化した昆虫などを展

示した。

天敵から身を守るために特殊に進化した昆虫では、隠

ぺい色、擬態、警告色、毒筆といった身を守る多様な方

法を、コノハムシなどの実物資料と解説文で説明した。

（5）キノコふしぎ

昆虫を養分に成長するセミタケ、オオセミタケ、ツク

ツクボウシタケ、アブラゼミタケといった冬虫夏草など

のキノコの変わった姿や生活を実物資料で紹介した。

また、セミにつくキノコ以外にオサムシタケ・カメム

シタケなど12種類を展示した。

（6）自然を調べよう

岩石やチョウのりん粉や花粉など、自然界のミクロの

世界を体験できるコーナーを中央部分に設けた。

岩石では、顕微鏡のステージを回しながらカコウ岩の

中にある色々な鉱物の色を体験できるように工夫した。

〈関連事業〉

資料紹介展開催中の関連事業として、下記のものを実

施した。

日曜講座
・7月17日

13：30－

「鉱物・動物のふしぎ」

・8月28日

13：30－

「植物・昆虫のふしぎ」

スミレの種の散布構造模型



〔特別陳列〕

「ふるさとの文化財紹介展」一西濃地区－

2月3日（金）－3月24日（金）

東西文化が交錯し、歴史に残る舞台にもなっている岐

阜県には、さまざまな文化遺産がある。また、豊かな自

然・風土は、多彩な民俗文化を育んできた。これらふる

さとに根ざした県下のさまざまな文化財を一堂に集め、

紹介することによって、ふるさとの文化財に親しみ、そ

のよさを再発見すると共に、文化財に対する認識をより

一層深める一助となるよう企画した。今回は西濃地方20

市町村を対象にした。

本特別陳列展では、指定文化財に限らず、それぞれの

土地に関係の深い由緒ある文化財や資料を各市町村から

3－4点選び紹介した。従って展示資料は、考古資料な

どの出土品から文書、絵図などの歴史資料、書画などの

美術工芸品、および民俗芸能関係資料等多様となった。

く主な展示構成〉

市町村別に展示する。①大垣市②海津町③平田町④南

濃町⑤養老町⑥上石津町⑦垂井町⑧関ケ原町⑨神戸町⑲

輪之内町⑪安八町⑫墨俣町⑬揖斐Iii町⑭谷汲村⑯大野町

⑮池田町⑰春日村⑬久瀬村⑲藤橋村⑳坂内村
∴∴m∴∵∴∴∴： 　li・＼、＼1 　－（襟 ��永｢��Xx���自$)nx��������9;�68��6969?ｩ68ﾉr� 
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〈主な展示内容〉

①雨乞いに関する資料展示

昨年の夏は、日照りで水不足が続いたため、各地で雨

乞いが行われた。

坂内村の雌雄が対になっている珍しい木彫りの「龍頭」

（二対）や旧徳山村で雨乞いに使われた「雨乞い流し面」、

また、大野町の張ると3粒の雨が降るといわれる水と龍

の描かれている12メートルの「蛇幕」や「牛洞の雨乞踊

用具」など。

②民俗芸能に関する資料展示

西濃地区では、揖斐郡内をはじめ各地で、太鼓踊りや

獅子神楽、文楽や歌舞伎狂言など数多くの民俗芸能が演

じられ、今に伝えられている。

太鼓踊りでは、谷汲村の「谷汲踊り」や久瀬村の「束

津汲鎌倉踊り」の用具、坂内村の「Iii上村のほうろ踊り」

の用具、また、文楽に関しては、春日村の「樫文楽の操

り人形」・大野町の「八木文楽頭」、ざらにかちくり人形

－16　－

としては、池田町の下東野の市山からくり花火に登場す

る「かちくり人形」、養老町高田の曳軸のからくり「鶴」

そして、

坂内村

の「広

瀬歌舞

伎の衣

装」な

ど。

③歴史的に価値のある資料展示

垂井町の「竹中半兵衛画像」、関ケ原町の「関ケ原合戦

絵屏風」、墨俣町の一夜城址出土の「兜」や「柿の古文書」、

揖斐川町の稲葉一鉄労用の「素懸威鎧兜」、「揖斐陣屋之

図」、また、平田町の輪中に関する絵図「大樽川洗堰絵図」、

海津町の薩摩義士「平田執負画像」、南濃町の城山古墳出

土の「鉄製直刀」など。

④美術工芸に関する文化財資料展示

大垣市の「美濃後藤派金工作・力剣装具」や梁川星巌

画賛「高野紅葉図」、神戸町の刀鍛冶「兼信」の刀剣、「沈

金彫経箱」、安八町の「後藤松陰の書」、海津町の「松平

義超の書」、池田町の土岐頼忠筆「蒼鷹の図」、久瀬村の

古仮面「自販の面」など。

⑤その他、珍しい文化財資料展示

上石津町の「算額」、輪之内町の「森島簡斎の算術に関

する著書」、久瀬村の長さ34メートル、珠1，216個もある

「数珠」、神戸町の安八太夫伝説に関連した「夜叉姫感得

地蔵菩薩図」、春日村の大小30体の「懸仏」、海津町の治

水や五穀豊穣の神として崇拝されている「高士画像」、大

垣市の梁川紀聞愛用の明朝時代作「七絃琴」など。

く展示資料数〉

63種類　　総点数180点

一内訳一

国指定文化財　　　1　　県指定文化財16

市町村指定文化財13　　無指定　　　　33

本展の出品資料について、各市町村教育委員会や所蔵

者から200字以内の原稿をいただき、それをもとに展示解

説を行い、解説書を作製した。
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〔調査研究・資料収集活動〕

一自　然　部　門－

1調査研究

く動物分野〉

（1）岐阜県の淡水魚の調査及び資料収集（動物）

根尾村根尾llI西谷と真正町五六月I周辺で、淡水魚の調

査及び資料収集を行なった。

採集した主な資料は、アカサ（ギギ科）、アマゴ（サケ

科）、カジカ（カジカ科）、トウヨシノポリ（ハゼ科）、ア

ジメドジョウ（ドジョウ科）、タカハヤ（コイ科ウグイ亜

科）、アブラボテ（コイ科タナゴ亜科）、タイリクバラタ

ナゴ（コイ科タナゴ亜科）、ヤリタナゴ（コイ科タナゴ亜

科）、シロヒレタビラ（コイ科タナゴ亜科）、オイカワ（コ

イ科ハエジャコ亜科）、ハリヨ（トゲワオ科）であった。

（2）奥美濃の調査及び資料収集（昆虫）

昨年に引き続き能郷白山地域を中心とした昆虫類の調

査を行なった。

採集した資料は、ジョウサンミドリシジミ（シジミチョ

ウ科）、ミヤマカラスアゲハ（アゲハチョウ科）、コムラ

サキ（タテハチョウ科）、ゴマダラチョウ（タテハチョウ

科）、ウスパンロチョウ（アゲハチョウ科）、ヒメハルゼ

ミ（セミ科）であった。
∴、∴ 「∴∴ 澄ニ 劔閏璃闘 賎悠＼ 　絹相談㌔ ��B�「∴∴ ＼約－ 　∴∴∴ 
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ヒメハルゼミ（セミ科）

く植物分野〉

（1）奥美濃の調査及び資料収集（植物）

継続研究として、昨年に引き続き能郷白山地域を中心

とした植物相の調査を行なった。

昨年度すでに採集した貴重な植物については、採集せ

ず、スライド等の二次資料にとどめた。

キツリフネ（ツリフネソウ科）、ヒヨドリバナ（キク科）、

フササクラ（フササクラ科）、下りアシショウマ（ユキノ

シタ科）、エゾユズリハ（トウダイグサ科）、ミズキ（キ

ズキ科）、ミヤマヨメナ（キク科）、セリバオウレン（キ

ンポウゲ科）、マイヅルソウ（ユリ科）、イブキトラノオ

（タテ科）、クルマバハグマ（キク科）、オクモミジバハ

グマ（キク科）、シモツケソウ（バラ科）、エンレイソウ

（ユリ科）、ツクバネソウ（ユリ科）、マルバグケブキ（キ
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ク科）、オオカニコウモリ（キク科）、オオバクロモジ（ク

スノキ科）、ヤマルリソウ（ムラサキ科）、ラショウモン

カズラ（シソ科）、コタニワタi）（チャセンシダ科）、ハ

クサンハタザオ（アブラナ科）、クモノスシダ（チャセン

シダ科）、ミミナグサ（ナデシコ科）、チゴユi）（ユリ科）、

サンカヨウ（メギ科）等の資料を収集し、特別展「美濃

山地の自然」にこの中、5割程度を展示した。

サンカヨウ（メギ科）

（2〉　北アルプス調査及び資料収集（植物）

継続研究として、ワサビ平一鏡平一双六平一帯を中心

とした地域の植物相を調査した。

この地域は特に貴重な植物が多いことから奥美濃地域

と同様に、できるだけスライド等の二次資料にとどめた。

ベニバナイチゴ（バラ科）、オオヒョウタンボク（スイ

カズラ科）、クロユリ（ユリ科）、ハリブキ（ウコギ科）、

ヒトツバヨモギ（キク科）、オオバタケンマラン（ユリ科）、

オ二シモツケ（バラ科）、ツマ下りソウ（サクラソウ科）、

コバイケイソウ（ユリ科）、オヤマリンドウ（リンドウ科）、

キバナノコマノツメ（スミレ科）、チンダルマ（バラ科）、

シナノキンバイ（キンポウゲ科）、ハクサンボウフウ（セ

リ科）、コツバンオガマ（ゴマノハグサ科）、ウラジロタ

テ（タデ科）、ゴゼンタチバナ（ミズキ科）、イワカカミ

（イワウメ科）、クリマユリ（ユリ科）、ミソガワソウ（シ

ソ科）、ミヤマキンポウゲ（キンポウゲ科）、ショウジョ

ウバカマ（ユリ科）、ミヤマキンバイ（バラ科）、キヌガ

サソウ（ユリ科）等の資料を収集した。

叢≡讃 ���� 
：∴　∴「： 冓��ｪ�� 

／／高潔 俑B� 

キヌガサソウ（ユリ科）



〈地学分野〉

（1）岐阜県恐竜化石調査

①調査団結成の経緯

岐阜県大野郡自川村の大白川上流域に分布する手取層

群の中から恐竜の足跡化石が発見され、それを契機に結

成された岐阜県恐竜化石学術調査団（第1次）は、1990－

1992年の3年間にわたり白川村一荘川村地域に分布する

手取層群について広範な学術調査を実施した。

第1次調査団に引き続いて組織された第2次調査団は、

第1次調査団が荘川村地域において恐竜化石が含まれる

可能性の高い地層として特定した地点の中から、尾上郷

川支流大黒谷上流域の1地点を選び、1993年夏に発掘調

査を行った。しかし、恐竜化石の発見には至らなかった。

こうした経過を受けて第3次調査団が組織され、第2

次調査団による発掘地点とは別の大黒谷中流域の地点を

恐竜化石が産出する可能性が高い地点として選び、1994

年夏に発掘調査を実施した。

掘削作業の様子

②地質概要および発掘経過

発掘地点は、大黒谷中流域にあたる大黒谷林道ぞいの

露頭（北緯36。02’22り、東経136053’31’∴　標高約940m）

である。

この地点を選んだ理由は、これまでにこの露頭から崩

れた転石中から大型爬虫類の歯の化石が3点発見されて

おり、この地点から恐竜化石が発見される確率が高いと

考えたためである。発掘作業は1994年7月20日－29日の

10日間にわたり行われた。

③地質の概要と発掘層準

発掘地点をふくむ尾上郷川流域に分布する手取層群は、

下位から、大谷山累層、大黒谷累層、アマゴ谷累層、別

山谷累層の4累層に区分され、これらの積算層厚は、2300

m以上に達し、すべて整合に重なる。これらのうち、恐

竜化石を含む可能性の高い層準は大黒谷累層の最下部と

アマゴ谷累層の最下部である。

発掘地点には厚さ約35mにあたる地層が分布し、それ

らはアマゴ谷累層の最下部層準にあたる。その中で、林

道面より約20m高い位置に約100cmの厚さで分布する最粒

砂岩層が発掘の対象となる地層であり、ここでは「恐竜
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化石含有層」と呼ぶ。

④発掘方法と経過

露頭の掘削は「恐竜化石含有層」を重機（バックフォー）

を用いて層位掘り（層画法）で行った。

林道よりもかなり高い不安定な場所を掘削したため、

掘削された岩石は荘月i村新潮の「荘liiの里」まで搬出し、

そこで化石の採取作業を行った。

1）掘削作業（7月20日一22日）

「恐竜化石含有層」より上位にあたる露頭斜面を掘削

して、「恐竜化石含有層」の上層面を幅約8m、奥行き約

5mにわたり露出させたうえで、同層を厚さ70cm－100cm

にわたって掘削し、掘削した岩石をトラックにより搬出

した。掘削作業に並行して、露頭全体にわたる柱状図を

作成した。

2）化石採取（7月23日一29日）

搬出された岩石を「恐竜化石含有層」の岩石とそれ以

外の岩石に区分し、前者を手作業で細片化しながら含有

化石を採取した。

3）発掘作業以後の経過

09月上旬～10月下旬に採取された化石のクリーニング

作業を行い、保存処理を行うとともに、採取化石のリ

ストを作成した。

010月9日に補足調査として「恐竜化石含有層」を中心

に詳細な地質柱状図を完成させた。

011月11－12日に福井県立博物館所蔵の恐竜化石の標本

と比較し、同定を行った。

泣 ／綴 ��ﾈ���b�
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恐竜化石採取作業の様子

（9調査の結果

今回の調査では、化石調査とともに調査地点の地質調

査もあわせて行った。その結果、4点の恐竜化石をはじ

め、多くの動物化石、植物化石を採取できた。また、当

時の堆積環境も推定することができた。

なお、本調査の詳細な報告は、『岐阜県博物館研究報告

書』Vol．16に発表した。



2　資料数一覧　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成7年3月31日現在）

分　野 亊������������������������������������������劍妤��w��寄　託 佗b�
実　　物 兒������ｲ�移管・自作 その他 弍��������>��H�｢�

動　　　　物 �3��3����16 ��#��（16，740） ���0 �3��3�Cb�

植　　　　物 ��X�3田b�54 �����（1，797） ���0 ��h�3#���

岩石・鉱物 �(�3�sb�5 都2�（542） ����0 �(�3�s"�

化　　　　石 ���3塔"�35 �#��（1，078） 鼎r�28 �(�3��"�

そ　の　他 田2�22 ��c��（21） ���0 �#S2�

計 鉄��3塔��132 鉄���（20，178） 田R�28 鉄��3s�2�

3　資料寄贈芳名一覧（敬称略・順不同）

資　料　名 �5��B�芳　名 

ホウシュウジカ、タヌキ �"�揖斐県事務所林務課 

イノシシ �"�本巣県事務所林務課 

フクロウ ���加茂県事務所林務課 

カワバタモロコ　他 ��2�中田手元 

バードカーピンク �#��山田良司 

フジミドリシジミ �"�村雲芳明 

セグロアジサシ ���郡上県事務所林務課 

カワヒガイ、タナゴ他 唐�小栗克彦 

イトウ ���北海道南富良野町役場 

カネヒラ ���佐藤　健 

日本産ツツキノコムシ 鉄��lii郡部　真 

資　料　名 �5��B�芳　名 

鹿児島産植物標本 �#S��鹿児島県立博物館 

大垣市の植物標本 ��ッ�広田艶子 

イヌコモチナデシコ、 オ二フスベ 丿S��宮崎　惇 

県内植物標本 ���3����二村　延夫 

飛騨地方産植物標本 滴�3S���長瀬　秀雄 

県内産シダ植物標本 鉄b�村瀬　正成 

県内未確認植物標本 �"�吉田　国二 

県内植物標本 �3���山本　保雄 

鉱物標本 鉄��大塚　虎雄 

菊牧石（濃飛流紋岩） �2�松井　関光 

ミノシライトソウ（ユリ科）　　　キヨミトリカブト（キンポウゲ料）　　シュウメイギク（キンポウゲ科）

井波一雄氏寄贈標本　　　　　　　　　長瀬秀雄氏寄贈標本　　　　　　　　　二村延夫氏寄贈標本
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一人　文　部　門－

1調査研究

く考古分野〉

○平成7年度秋季特別展「美濃・飛騨の古代史発掘」に

係る調査研究…文献調査以外に、北陸地方の博物館等

において飛騨と周辺地区との交流について、奈良国立

文化財研究所及び正倉院等において中央（畿内）と美

濃・飛騨との結びつきについて、県内各地の博物館や

文化財センター、現地説明会等において美濃・飛騨の

古代の遺跡及び出土品の調査研究をした。その研究成

果を日曜講座「濃飛の古代寺院」で発表した。

〈民俗分野〉

○平成6年度春季特別展「Iiiに生きる」に係る調査研究
…前年度に引き続き「筏を流す」「Iiiを渡る」「魚をと

る」の3分野において、文献調査、現地調査を実施す

るとともに、関連資料の寄贈を受けた。特別展の図録

を作成し、特別展に係る日曜講座「飛騨lii・木曽川の

木材流送」を開催するとともに、『岐阜県博物館調査研

究報告』Vol．16に研究成果を掲載した。

○平成7年度特別陳列「、ふるさとの文化財紹介展一岐阜

地区－」に係る調査研究…岐阜地区の17の各市町村の

特徴がよく表れた文化財を主に文献等により調査研究

2　資料数一覧

をした。

○平成8年度特別展「岐阜県の120年」（仮称）に係る調

査研究…明治9年（1876）に当時の「岐阜県」と「筑

摩県の一部」が合併して以後の、政冶、経済、教育文

化等の各分野における主だった出来事を、主に文献等

により調査研究をした。

く美術・工芸分野〉

○美濃・飛騨の染色及び織物に係る調査研究…文献調査

以外に、岐阜県及び愛知県の博物館及び染色作家等を

訪問し、調査研究をした。

○平成6年度特別陳列「ふるさとの文化財紹介廣一西濃

地区一一」に係る調杏研究…西濃地区20両町村の教育委

員会の協力を得て、各両町村の特徴がよく表れた文化

財の調査研究及び選定をし、冊子にまとめた。

O「ふるさとの文化財紹介展一西濃地区－」に関連して

常設展の一部に特別コーナーを設け、西濃地区に関連

する文人の書画を痕示した。…梁川見巌、梁IiI紅蘭、

江馬細香、蓑虫山人、野原桜州、高橋杏村、河村日昌

二、大橋翠石、高木美石等

○幸成7年度秋季の「入定300年記念円空展」に係る調査

研究…名古屋城学芸員と共同で文献調査をするととも

に県内各地の円空仏等の現地調査をした。

分　野 亊������������������������������������������劍妤��w��寄　託 佗b�
実　　物 兒������ｲ�移管・自作 その他 弍��������>��H�｢�

考　　　　古 ���3涛2�164 鉄"�（1，797） 鉄�r�187 �(�3��2�

歴　　　　史 ���33#b�34 ��#"�（1，314） �#��162 ���3ccR�

民　　　　俗 �(�3�sb�2 湯�（2，071） �#�2�30 �(�333��

美術・工芸 �#���17 �3r�（237） �#S��1，219 ���3�#2�

そ　の　他 ���0 ���（0） ���1 ���

計 店�3cッ�217 �##��（5，419） ���3����1，599 嶋�3s3"�

複製には模型・ジオラマを含む（平成7年3月31日現在）

3　資料寄贈者芳名一覧（敬称略・順不同）

資　　　料　　　名 �5��B�芳　　　　名 

岡田式渡船焼印及び各務用水関係文書 ��#��岡　田　雅　雄 

大　　坂　　の　　陣　　配　　陣　　図 ���西　田　幸　男 

キ　　i）　　ヨ　　　キ　　　ほ　　か �"�長　沼　好　明 

ツ　　i）　　ザ　　　オ　　　ほ　　　か ��2�宮　崎　富士美 

筏　　　　　　　の　　　　　　　確 ���渡　辺　一　正 

ト　　　　　　　　　　　　　　　　　　ビ ���ロ　木　太　郎 

擢 ���西　脇　忠　男 

お　も　ち　ゃ　の　映　写　機 ���土　本　和　純 

ダ　　　　　イ　　　　　ホ　　　　　ン 鳴�佐　藤　忠　夫 

槍　　　　　　　　銘　兼員（据付） 鳴�兼　村　元　博 

仏　像　・　仏　画　・　面　ほ　か 田2�安田富貴子・安田鏡代 
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昆沙門天画像

（安田富貴子・安田鏡代氏寄贈）



〔教育普及活動〕

1概要

マイ・ミュージアム棟の開設を控え、出版物を見直す

とともに、広報事業・「催しもの」の再点検を行なった。

テレビ、ラジオ、新聞への広報については、情報提供の

タイミングなどを勘案しながら、積極的に広報活動を行

なった。

2　教育活動

（1）催しもの

昨年度の反省から、参加者の応募の多い親子教室と博

物館の特色が大きく表われる自然観察会の回数を増やし

た。41事業（別表P23）を開催し参加者は延べ人数は約

3000人であった。

今年度の親子教室では、県林政部と共催して、『体感、
「きのこ上田」秋だI旬だ1』を開催した。博物館側が

会場と人を提供する行政の枠を越えた新しい試みであっ

た。PR活動は、林政部を通して行なった。電話受付け

であったため、申し込みか殺到したことは、来年度への

反省材料となった。

ジュニア恐竜探検隊団結式より

親子教室は、どれも定員以上の申し込みがあり、受付

方法、教室の準備など、今後改善していく必要に迫られ

ている。

新しい事業として、福井県との交流事業「ジュニア恐

竜探検隊」が催された。小学校5・6年生だけで構成さ

れ、福井市において福井県や全国から集まった子供達と

交流を深めた。50名の定員に対し200名近い応募があった。

恐竜の雑誌で全国に紹介されたため県外からの応募もあっ

たか、県外からの応募者に対しては、事業の性質上広報

の中で制約をする必要があるかもしれない。

陶芸教室や親子教室のやきものは、毎回好評であった。

陶芸教室については、講師の方に大部分世話になるが、

親子教室については、準備、後始末、やきものの管理な

ど担当の学芸員と教育普及係で対応した。他職員の応援

体制がない限り、教育普及係だけで対応はできない事業

であった。

「七草がゆを食べよう」は、友の会会員のボランティ

アでスムーズに運営された。前日には、七草採集を兼ね
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て自然観察会が開催され、大変好評であった。来館者に

ふるまった七草かゆは250食であった。

〈2）館内解説

館内常設展、特別展等の普及活動として、土・日曜日

に定例の膿示解説を行った。また、昨年度から始めた、

業務嘱託員の手づくり解説「ワンポイントガイド」を引

き続き作成し、来館者に配布した。

（3）博物館連携促進事業

団立科学博物館が博物館と協力して科挙学習を推進す

るための「科学学習推進モデル事業」を本館で実施した。

この事業は、博物館と学校、青少年施設、固体等の連携

のあり方について、研究、協議を行うことを目的とした

もので、平成6年度は、10月6日－7日にかけて県博物

館を会場に実施した。

県内博物館員、青少年自然の家職員、小・中・高教員

30名の参加があった。

第1日目は、国立科学博物館動物研究部昆虫第1研究

室の篠原明彦氏、国立歴史民俗博物館助教授の神慮信幸

氏から博物館における資料の保存管理について講義があっ

た。

第2日目は、化石や土器のレプi）カづく　りを行った。

（4）博物館における学校等の研修

学校、社会教育機関等が組織した学芸員との共同授業

や博物館での研修を指導、援助した。
・岐南町立北小学校6年生への援助指導

担任教諭との指導内容を打ち合わせるとともに、その

内杏に沿った博物館資料の検討と展開を考え、実際に授

業を行った。人文では考古担当、自然では、古生物担当

が指導にあたった。

・美濃地区初任者研修

学校における博物館利用の仕方に関する講話と学芸員

5名の指導を受けての、児童・生徒向けの解説書づくり

の実習を行なった。

3　業務嘱託員研修

特別展、常設展示解説のため、解説研修を次のように

実施した。
・特別展等研修　　　　　　　　　　　　　　　　8回

・常設展等研修　　　　　　　　　　　　　　　14固

・接遇研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回

4　広報活動

新聞を中心に、テレビ・ラジオ等マスコミに対して積

極的に広報した。ラジオ「県政の窓」で、博物館紹介を

11回シリーズで放送した。また、特別展、資料紹介展等

の紹介記事を、岐阜新聞文化欄で連載した。マイ・ミュー

ジアムi）－フレットを作成し、各機関に配布した。

十六銀行柳ヶ瀬支店の特別展広報パネルの展示期間の

変更を行なった。従来は、特別展開場と同時に次の企画

の広報パネルが掲示されていたが、本年度から開催期間

中は掲示することした。



5　資料の貸し出し

他館での展示会等に貸し出した主な資料

（1）自然関係

・山口県立博物館（4．18－6．6）

ナウマンゾウ、デスモスチルス骨格他

・名古屋市緑化センター（7．19－9．30）

中生代柿物化石
・飛騨山樵館（7．11－9．18）

中生代植物化石、動物化石

〈2）人文関係

・文化庁（10．4－3．31）

紺地白鷺文繍狩衣
・岐阜市歴史博物館（10．28－11．27）

茶海気狩衣、能面
・伊奈波県事務所（12．22－12．27）

パネル、岐阜県議会投票箱

・土岐市美濃陶磁資料館（2．23－7年5．14）

青織部燭台

1点

2点

13点

1点

6　博物館実習生指導

三重大学、駒津大学、上越教育大学、信州大学、愛知

学院大学、名古屋芸術大学、日本福祉大学より各1名、

ビデオ機器を導入した。

平成6年度　刊行物一覧

岐阜女子大学より2名、計9名を指導した。

7　図書資料

図書資料室と郷土学習室で来館者の利用に供している。

本年度は公立学校共済組合から50万円相当の図書の寄贈

を受けた。

図書総資料は下の表の通りである。

平成7年3月20日現在 儖X������������ﾖﾂ�

人文関係 ����3��8ﾟｲ�含埋蔵文化財 

自然関係 嶋�3##hﾟｲ�含棚橋源太郎文庫 

人文関係 �#(�3�#倚ｲ� 

8　刊行物

本年度刊行した出版物は、下記の通りである。大きな

変化はないが、催しもの案内を2種類作成し、気軽に持っ

ていっていただけるようにA4判2つ折りタイプを新た

に作成した。また、岐阜県博物館リーフレットや各種印

刷物の見直し作業に着手した。

9　視聴覚関係

郷土学習室のビデオ学習コーナーは、再生機器の修理

不能（ベータータイプ）のため、継続不能となった。学

習コーナーのビデオは撤去し、新たに地歌舞伎視聴用に

名　　　　　　　　　　　　　　称 價ﾘﾗ9D霾�?｢�判、頁 兀H���B�備　　考 

岐阜県博物館だより　第53号 塗�CH�C��B5　4頁 �(�3S���友の会増刷 

岐阜県博物館だより　第54号 塗�Cx�C��B5　4頁 �(�3S���（各500） 

岐阜県博物館だより　第55号 塗�C���C��B5　4頁 �(�3S���

岐阜県博物館報　第17号 塗�CH�C��B5　32頁 都S�� 

マイ・ミュージアムi）－フレット 塗�C�(�C#r�A4　6頁 ���3����

岐阜県博物館調査研究報告書　第16号 度�C8�C3��B5　54頁 都���

平成6年度岐阜県博物館催しもの案内 　　／l 塗�CH�C��h�CH�C��A4 B4表裏 B3 ����3�����(�3����8�3����

特別展図録 塗�CH�C#b�B5 田���友の会増刷 

川に生きる 劔（600） 

美濃山地の自然 塗�C��C#r�B5 田���（800） 

岐阜県の仏像 塗�C���CB�B5 ���3S���友の会発行 

輪中と治水 塗�Cx�C#R�B5 ���3����友の会発行 

白山の自然 塗�Cx�C#R�B5 ���3����友の会発行 

特別展等ポスター liiに生きる　ポスター 塗�CH�C��h�C��Cb�h�Ch�C#��h�C�(�C#r�B2 ���3S���友の会発行 友の会発行 友の会発行 友の会発行 

ちらし 傳5 �#X�3����

美濃山地の自然　　ポスター 傳2 ���3S���

ちらし 傳5 �#X�3����

自然界ふしぎ発見　ポスター 傳2 ���3����

ちらし 傳5 �#��3����

ふるさとの文化財紹介展　ポスター 傳2 ���33���

ちらし 傳5 �#��3����

資料紹介展・特別陳列バンプレット 自然界ふしぎ発見 塗�Cx�C�r�B5　17頁 ���3���� 

ふるさとの文化財紹介展 塗�C(�C2�B5　28頁 ���3#���
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平成6年度　催しもの一覧

事　業　名 弍ｩ?｢�対　　象 �.�R�内　　　　　　容 伜����ﾈ蹴�

特別展講演会 店����高大生・一般 ��「長良川のアユづくり」　　岐阜大学教授　和田吉弘氏 都R�
5／29 俘)�Y�h�X自L｢���YK8/�zﾈ+x�h��������������ｯ)Xﾉ�Xｧxｻ8���鉑69Eiy郁��55 

10／23 俘)�Y�h�X自L｢���YOﾉEｨ�)&�,ﾉ&韆ｨ�h����ｯ)Xﾉ�Xｧx�ｻ8���抦鯖7冰(ﾏX���61 

11／20 俘)�Y�h�X自L｢���YOﾉEｨ�)&�,ﾉ�iZ��ｨ�ikﾈﾌ8夊����Xｧxｻ8���ﾛ):��8ﾔh���63 

文　化　講　演　会 �����2�高大生・一般 ��「海の文化・山の文化」　　　　　　　作家　高田宏氏 涛��

日　曜　講　座 店�繧�高大生・一般 ��特別展「川に生きる」展示のみどころ �3��

5／15 俘)�Y�h�X自L｢�儖)�ｹ�ﾈ�Ym��ﾙ�ﾈ,ﾉm胃騷ﾉ�ﾂ�17 

7／17 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�俎ｩZ��Y:饂�,ﾈ-8+X*ﾂ�26 

8／28 傅ﾈｧy�h決�8自L｢����Z��Xﾚ�(�,ﾈ-8+X*ﾂ�73 

10／9 俘)�Y�h�X自L｢��<�¥ｩ5x�YOﾉEｨ�)&�,ﾈ齷�(�i5x麌,ﾈ-ﾘ,x+�.ｲ�21 

10／16 俘)�Y�h�X自L｢��-8.�+8,h,ﾈ-�?ｹ:饂��19 

1／29 俘)�Y�h�X自L｢�僞ｩO(,ﾈﾌ9�8鮑���82 

3／19 俘)�Y�h�X自L｢���X-8.�+8,h,ﾉ[h嶌ﾞ���樣5x�i5x麌,ﾈ-ﾘ,x+�.ｲ�6 

自　然観察　会 滴�纈�小学生以上一般 鉄��春のチョウを観察しよう �#2�

4／29 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�50 豫��,ﾈ+�-ﾘ+�,ﾉ��Z�/�+(-x.h*H��5��ｨ�ﾈ984�6�7�986�88�ｸ馼ｼh�｢�72 

5／22 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�45 俑ｩOh�YOﾈ�(,ﾈﾚ�(��Y��Z�4X4�6(6�984��49 

9／10 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�50 做�,ﾈ6�8x4X/�ｬ��+X.h*B�28 

11／6 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�45 俑ｩOh�YOﾈ�(,ﾈ峪��4X4�6(6�984��雨天中止 

l／14 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�50 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ�ｸ6�4X4�6(6�984��24 

ジュニア 嶋���ﾃ�"�親　　　　子 鉄��探検．〟恐竜回廊（福井県との交流事業） 鉄��

恐竜探検隊 ���璽�2�剌h泊：福井県青少年センター 

陶　芸　教　室 塗��#b�般 �3��茶碗　　　　　　　　　　　　　　　　岡田孝司・春海氏 �3��
9／25 儉｢�30 �IW(��������������������������������圸68ﾔh譏�X�､8���33 

親　子　教　室 店�絣�親　　　　子 鼎��紙でいろいろなものをつくろうI　　　　水野　政雄氏 鼎��

5／14 ��X�����������50 �.(*ﾈ.�,ﾈ���ﾈﾆ�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�52 

6／11 ��X�����������50 �.(*ﾈ.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�68 

7／9 ��X�����������40 �+ﾘ,ﾈ+X*)�愛x����������������������������ﾚ�皐��椹jH���42 

7／31 ��X�����������40 ��*�+�+Xｮﾘ/�,(*ﾘ.ｸ*B�67 

8／21 ��X�����������50 �'ﾈﾝxﾔ���4ｨ�Y'ﾈ,h/�-ｨ/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ�������靈H��[iu倩��41 

10／30 ��X�����������80 ��ﾈｫH���X*ｸ,ﾈ+�唏ﾙ��h�+��仞X+�����皦ﾜ8�hｯ)Xﾈﾊy}��ﾙYB�120 

12／4 ��X�����������50 ��ｨ/�,(*ﾘ,�,H*�+�.h*H���������������������靈H��[iu倩��46 

12／10 ��X�����������40 儉X柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�61 

12／18 ��X�����������50 �.ﾘ.xﾝxﾔ���+X-�,�*�/�,(*ﾘ.ｸ*H�ｨ���������Ynﾈ���ﾘｷh���65 

2／19 ��X�����������40 倩h,X*(.ｸ*(.ｸ,�.�,ﾈ/�,(*ﾘ.ｸ*D曝���������Ynﾈ���ﾙu倩��43 

たのしい土曜教室 滴�纈�小学生以上一般 鉄��春のチョウを観察しよう �#2�

5／14 ��X�����������50 �.(+8.�,ﾈ���ﾈﾆ�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�52 

6／11 ��X�����������50 �.(+8.�,ﾈ��?ｩw�V�/�,(*ﾘ.ｸ*H�｢�68 

7／9 ��X�����������40 �+ﾘ,ﾈ+X*)�愛x����������������������������ﾚ�皐��椹jH���42 

9／10 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�50 40 做�,ﾈ6�8x4X/�ｬ��+X.h*B�28 

10／8 傅ﾉ(i�h�Y�R��4�485�,Y%Hﾉ��Hx�H饂渥��78 

11／12 傅ﾉ(i�h�Y�R��.h.ｸ*(�X*�-H,h,ﾈ,(*ﾘ.�/�&ﾘ.ｸ*B�23 

12／10 ��X�����������40 儉X柯,YD陞ｨ�8/�,(*ﾘ.ｸ*B�61 

1／14 傅ﾈｧy�h決�8自L｢�50 儷9D靠h��,ﾈ6��ｸ6�4X4�6(6�984��24 

2／11 傅ﾉ(i�h�Y�R�100 僣饂渥�,ﾈ��{�/�*�+�*H�們ｩ�h檍�｢�166 

3／11 傅ﾉ(i�h�Y�R�50 儖ﾈ+X*(､ﾈ/�&ﾘ.ｸ*B�15 

ふる　さ　と探訪 �����#2�小学生以上一般 鼎R�美濃焼のふるさとを訪ねて 鼎��

特　別　行　事 ���繧�入　館　者 �#���七草がゆを食べよう」 �#S��

民　俗　芸　能 店��2�来　場　者 ��関孫六太鼓 冩�����
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〔マイ・ミュージアム〕

マイ・ミュージアム本体工事は平成7年3月27日で終

了し、数年来の夢が実現することとなった。平成6年度

は、マイミュージアムギャラi）－の出展者募集やその調

査など開館を控えて活動が始まった。ハイビジョンソフ

トの制作も順調に進行した。

1マイ・ミュージアム棟の建設

（1）建設工事の進捗状況

建設中のマイ・ミュージアム棟内都（7年2月）

・平成6年1月20日　起工式

知事・副議長・教育委員長等多数列席して博物館駐

車場で式典挙行。
・平成6年2月一　　庭園移設、解体工事

鹿児島庭園、日時計を百年公園内に移す。
・平成6年3月一　　　山留、掘削工事

5月－6月

6月－7月

7月－

12月一

・平成7年3月27日

4月－

基礎工事

鉄骨延方

躯体工事

内装、外装、外構仕上げ

竣工

備品搬入

機械調整

（2）施設の概要

鉄筋コンクリート地上4階

・建築物総面積1，632．9m2

・各階の概要

l F　エントランスンポール、

受付、ロッカー室。

2F　マイミュージアムギャラリー

県民の収集・所蔵品の展示室、出展者控え室、

収蔵庫。

3F　ハイビジョンポール

150インチスクリーン、約130膚の客席を持った

ホール、調整室

4F　マルチメディアスタジオ

マルチメディアスタジオ、制作室、特別応接室
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2　「ハイパーハイビジョン風土記・ひだ・みの紀行」

美濃路編のソフトの制作

（1）ソフトの概要

岐阜県下を通る近世の4街道である美濃路、中山道、

郡上衝道、飛騨街道を基軸として、県下の人文・自然の

事象を現代の風土記として紹介するソフトである。これ

は、対話型ソフト痕開（自在な双方向検索）を可能にし

た世界初のハイビジョンマルチメティアソフトである。

（2）制作の進捗状況

平成5・6年度に「美濃路編」を制作

制作委託先　㈱NHKエンタープライズ

平成6年4月　HD静止画スチール写真蝦彰

II　　5月　HD動画映像蝦彩

I′　　7月　館内での資料撮彬

II　　9・10月　HD静止画スチール写真撮彰

〝　ll・12月　HD静止画スチール写真蝦彰

NT S C動画映像撮彬

II　12月　館内での資料撮影及び解説文作成

＊年間を通じて写真資料を借用

平成7年1月　学習キーワード文作成

II　　3月　ソフト納入

制作費　6年度分　6，000万円

広報　　年間を通じて、平成5年度制作のシュミレーショ

ンソフトを使用して広報活動を行う。

∴∴　∴∴∴ 剴M ����h��������������������������&���,ﾉ'ｨ��,X���u��iJ8�����h���r�

；○○賀長‘ 剋N寧 

∴∴； l � ��燃駿浬幽四書∵畔態的賢し、璃艶）脚ま 

∴「：÷「 ∴∴「 （冨／辛） �� ��������茨ﾉ�ﾓ�F�秒����ﾄI68丙�閲H�����)%�r������y}靜｢�����薨Wｩ��*�i�ﾈ�"���ﾙ�������ｲ�

子∴∴ ∴∵∴∵ ��ヽ ��

〈3）「美濃路編」の内容

インデックスし両面

マップパネル

c c

自　由　検　索

新　規　撮　影

事　　象　　例

垂井町・大垣高・墨俣町・柳津町・笠

松町・羽島市・安八町・輪之内町・平

田町・海津町・南濃町の11市町

手書きイラストマップ＋ハイビジョン動画

1階層（拡大マップなし）

オーバービュー、タイトル、輪中など

あり

HD動画映像1回、NTSC動画映像

1回、静止画スチール撮彰（屋外5回、

館内2回）

垂井宿、大垣城、いちご栽培、笠松競

馬場、サツキマス、下流の冬鳥、輪中

の成立　など



3　マイミュージアムギャラリーの運営

（1）概要

県民（在住、在勤、ゆかりの人）が収集・所蔵してい

るコレクションを募集し、一定期間、公開展示をする。

外部委託の委員によるマイミュージアムギャラリー企画

運営委員会を通じて承認された展示計画に従って順次、

展示を行う。

（2）進捗状況

平成6年4・5月　マイミュージアムギャラリー出展希

望者募集（以後、随時）

10月までに43件の応募あり。

平成6年11・12月　出展品の全調査及び今後の出展可能

者の登録作業

平成7年2月　マイミュージアムギャラリー企画運営委

員会開催

平成7年3月　出展者に展示計画の連絡

（3）平成6年度マイミュージアムギャラリー企画運営

委員会の開催

平成7年2月24日、県民ふれあい会館で開催

○課題　マイミュージアムギャラリー運営の基本方針

及び平成7年度展示計画について
・運営の基本方針

出展品の真贋、収集・所蔵者名の明記、展示品の売買

行為、損害保険、図録の作成、広報などについて検討。
・平成7年度展示計画

○委員会の組織

平成6年度の委員は次のとおりである。（五十音順）

氏　　　名 冩������������������R�

委員 II II II II II II II II II II ��9nﾈ����tR�県市長会長 

荒井　正義 侈y*ﾉ�ｩ+x檠+r�

糸魚川i淳二 冖ﾈﾌ8夐�Xｧykﾉu�8��

岩田　伸雄 �����+x����彙�

加藤　郁子 侈y&闔iWy�ﾈ檠��ﾘx檍檠+r�

嶋崎　藤雄 弍)Xﾈﾊxﾏij�刋�ﾘx檠+r�

辻　　欣一 弍)Xﾈﾊx��檍ｻ8支効什��xﾘｺhｶ8檠+r�

船戸　政一 亊h�8ｻ8孜+r�

松本　五三 弍)XﾈﾊyH饂渥仄h檠yﾘ駟+r�

山口　三男 侈xｶ8檠[hｻ8ﾇ井�効什+r�

吉田　　豊 弍)Xﾈﾊxﾇﾈ��[h嶌檍ｶ8檠+r�

会長には吉田豊氏、副会長には松本五三氏が就任。

（4）出展申し込み品の主なもの

数珠、美濃の古陶、ナイフ、ハンドバッグ、ランプ、

刃物関係、書画、書崇、浮世絵、仏像、刀の鍔、火縄銃

切手、菊花石、大工道具、花器、陣笠、化石、引札、ト

ンボ玉、縄文土器、考古遺物など多種。合計43件申込。
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4　マルチメディア情報センター

〈1）設置の背景

生活大国実現に向けて、文化性の高い、豊かな環境の

実現。映像等新技術を活用した公共、産業、生活の各場

面における新しい文化基盤の確立の要請が全国的に大で

ある。他方、新技術への活用教育、基盤的ソフト供給は

滞りがちである。よって、近い将来の基本的生活支援機

器として期待の高いマルチメティア機器を整備したマル

チメディア情報センターを設置する。

（2）目指す方向

センターは、地域の特徴及びニーズを踏まえた特色を

出すことが肝要であり、中長期的な施設拡充、機能充実

に加え、開業後の運営についても明確な指針が望まれて

いる。いずれにせよ利用者が遊び心、を持ってメディアに

接し、親しみながら自己表現、情報発信ができるような

身近なセンターとして行きたい。

（3）整備した機能

マルチメディア情報を制作・編集、蓄積・検索、共同

利用視聴の機能を発揮しうる設備・システムを整備する

とともに、将来のマルチメディア社会に対応した地域の

中核となりうるようなセンター機能の整備を目指した。

①情報の編集、加工のための支援機能（制作・編集シス

テム）を、マイ・ミュージアム4階に整備した。

②映像、文字情報の蓄積・提供施設（データベースシス

テム）をマイ“ミュージアム3階及び4階に整備した。

③プレセシテーションシステム

普及・啓蒙、指導・講習、成果発表、共同視聴等を

行うため、大画面高精細ディスプレー装置、高度音響

装置等をマイ・ミュージアム3阜削こ整備した。

④受発信機能

各地の情報センター等とのデータ交換等を行うため

の広帯域高速ネットワーク実験に参加する方向で検討

をすすめている。

（4）平成6年度事業

平成7年度かち開始するセンターの円滑なる運用を目

指して、マイ・ミュージアムプレ事業を通商産業省の支

援を受けて実施した。

マイ・ミュージアムプレ事業として、

①学識経験者や情報産業関係者、国・県行政関係者から

円滑なる運用に係わる助言を受けるマルチメディア情

報懇談会

②導入機器の機能検証及び機器取り扱いの習熟を目指し

たハイパープロトタイプモデル実験

③センターの広報・普及用リーフレットの作成

以上を行った。



〔図書資料寄贈者芳名一覧〕

（平成6年4月1日一

平成7年3月31日）

〔博物館関係〕

国立歴史民俗博物館

東京国立博物館

国立科学博物館

東京国立近代美術館

衆議院憲政記念館

国立科学博物館附属自然教育園

京都国立博物館

国立民族学博物館

北海道開拓記念館

北海道立北方民族博物館

小樽市博物館

釧路市立博物館

苫小牧市博物館

市立函館博物館

根室市博物館開設準備室

上士幌町ひがし大雪博物館

斜里町立知床博物館

穂別町立博物館

浦幌町郷土博物館

利尻町立博物館

青森県立郷土館

八戸市博物館

岩手県立博物館

北上市立鬼の館

岩手県農業博物館

仙台市博物館

仙台市科学館

斎藤報恩会自然史博物館

仙台市歴史民俗資料館

塩竃神社博物館

東北歴史資料館

秋田県立博物館

秋田県立近代美術館

山形県立博物館

致道博物館

うきたむ風土記の丘考古資料館

福島県立博物館

会津民俗館

茨城県立歴史館

土浦市立博物館

日立市郷土博物館

ミュージアムパーク茨城県自然博物館

栃木県立博物館

小山市立博物館

栃木県しもつけ風土記の丘資料館

栃木県立なす風土記の丘資料館

群馬県立歴史博物館

群馬県立近代美術館

大間々町歴史民俗館

浦和市立郷土博物館

埼玉県さきたま資料館

戸田市立郷土博物館

埼玉県立歴史資料館

千葉県立中央博物館

干葉県立郷土博物館

千葉市加営利貝塚博物館

我孫子市鳥の博物館

市川市立市lII自然博物館

千葉県立現代産業科学館

君津市立久留里城址資料館

千葉県立大利根博物館

千葉県立上総博物館

千葉県立安房博物館

船橋市郷土資料館

松戸市立博物館

千葉県立総高博物館

千葉県立房総風土記の丘

足立区立郷土博物館

板橋区立郷土資料館

太田区立郷土博物館

紙の博物館

渋谷区立松涛美柿餅

たばこと塩の博物館

江戸東京博物館

世田谷区立郷土資料館

逓信総合博物館

出光美術館

豊島区立郷土資料館

三井文庫

港区立港郷土資料館

サントリー美術館

江戸東京たてもの閑

多摩六都科学館

調布市郷土博物館

八王子市郷土資料館

東京都高尾自然科学博物館

福生市郷土資料室

府中市郷土の森博物館

J RA競馬博物館
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町田市立博物館

町田市立国際版画美術館

神奈Iii県立博物館

神奈川県立金沢文庫

横浜マリタイムミュージアム

横浜市歴史博物館

川崎古市民ミュージアム

平塚市博物館

茅ヶ崎市文化資料館

秦野市立桜土手古墳展示館

横須賀市自然人文博物館

山梨県立考古博物館

松本市立博物館

日本民俗資料館

長野市立博物館

長野県立歴史館

飯田市美術博物館

上田市立博物館

大町山岳博物館

塩尻百一正平出遺跡考古博物館

信濃町立野尻湖博物館

柏崎市立博物館

長岡市立科学博物館

相川郷土博物館

富山市郷土博物館

高岡市万葉歴史館

富山県立山博物館

石川県立歴史博物館

石川県立美術館

石川県輪島漆芸美術館

小松市立博物館

松任市立博物館

福井県立博物館

福井市自然史博物館

福井県立若狭歴史民俗資料館

大野市歴史民俗資料館

敦賀市立博物館

静岡県立美術館

静岡市立登呂博物館

久能山東照宮博物館

上原仏教美術振興財団

下田海中水族館

沼津市歴史民俗資料館

沼津市明治史料館

富士市立博物館

三島市郷土館

浜松市博物館



愛知県芸術文化センター

徳川美術館

熱田神宮宝物館

名古屋城

名古屋肩博物館

名古屋市科学館

名古屋市見晴台考古資料館

でんさの科学館
一宮市博物館

博物館明海村

リトルワールド

日本モンキーセンター

瀬戸市歴史民俗資料館

豊田市郷土資料館

豊橋市美術博物館

豊橋市自然史博物館

豊橋市地下資源館

豊橋市二Iil宿本陣資料館

岡崎市郷土館

安城市歴史博物館

知立市歴史民俗資料館

半田市立博物館

尾西市歴史民俗資料館

トヨタ博物館

三好町立歴史民俗資料館

鳳来寺山自然科学博物館

愛知県清洲貝殻山貝塚資料館

四日市市立博物館

桑名市博物館

海の博物館

御木本幸吉記念館

鳥羽水族館

斎宮歴史博物館

藤原畠自然科学館

大津市歴史博物館

滋賀県立琵琶湖文化館

琵琶湖博物館開設準備室

彦根城博物館

長浜市立長浜歴史博物館

滋賀県立安土城考古博物館

滋賀県立陶芸の森

栗東歴史民俗博物館

京都市考古資料館

京都府立総合資料館

京都府京都文化博物館

京都府立丹後郷土資料館

大阪市立博物館

大阪市立科学館

大阪市立東洋陶磁器美術館

大阪人権歴史資料館

大阪市立自然史博物館

吹田市立博物館

大阪府立弥生文化博物館

堺市博物館

柏原市立歴史資料館

岸和田市立郷土資料館

大阪府立近つ飛鳥博物館

神戸市立博物館

UC Cコーヒー博物館

兵庫県立近代美術館

神戸市立小磯記念美術館

兵庫県立歴史博物館

姫路文学館

尼崎市歴史博物館準備室

兵庫県立大と自然の博物館

大和文筆館

檀原市子塚資料館

橿原考古学研究所附属博物館

香芝高二上山博物館

奈良県立民俗博物館

和歌山県立博物館

和歌山県立自然博物館

鳥取県立博物館

岡山県立博物館

岡山県立美術館

岡山市立オリエント美術館

津山洋学資料館

倉敷市立自然史博物館

広島市安佐動物公園

広島県立歴史博物館

広島県立歴史民俗資料館

宮島町立宮島歴史民俗資料館

山口県立山口博物館

美鵬市歴史民俗資料館

秋吉台科学博物館

徳島県立博物館

徳島市立徳島城博物館

高松市歴史資料館

愛媛県立博物館

高知市立自由民権記念館

高知県立歴史民俗資料館

北九州市立歴史博物館

北九州市立考古博物館

北九州市立自然史博物館

福岡市博物館

九州歴史資料館

芦屋町歴史民俗資料館

佐賀県立博物館／美術館
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佐賀県立名護屋城博物館

長崎県立美術博物館

長崎市立博物館

熊本県立美術館

宇佐風土記の丘歴史民俗資料館

宮崎県総合博物館

みやざき歴史文化館

鹿児島県立博物館

鹿児島訂立美術館

鹿児島県魅史資料センター黎明館

尚古集成館

ミュージアム知覧

名護博物館

岐阜県歴史資料館

岐阜県美術館

岐阜県立図書館

岐阜県陶磁資料館

岐阜市歴史博物館

岐阜市科学館

各務原市歴史民俗資料館

内藤記念くすり博物館

大垣市郷土館

大垣市歴史民俗資料館

タルイピアセンター

可児郷土歴史館

土岐串美濃陶磁歴史館

瑞浪市化石博物館

瑞浪陶磁資料館

歴史民俗資料館　高山市郷土館

〔博物館協会〕

全国科学博物館協議会

日本博物館協会

全日本博物館学会

岐阜県博物館協会

〔役所関係〕

愛知県総務部

名古屋市植物防疫所

木曽Iii下流工事事務局

京都府総合府民部文化芸術室

岐阜県企画部統計調査課

岐阜県企画部地域振興課

岐阜県商工労働部商工課

岐阜県農政部畜産課

岐阜県自流研修所

武儀県事務所

可茂県事務所

恵那県事務所



岐阜県保健環境研究所

岐阜県工業技術センター

岐阜県工芸試験場

岐阜県農業総合研究センター

岐阜県水産試験場

関市役所

土岐市役所企画開発課

古川町役場

伊自良村役場

川島町民会館

大垣市立図書館

〔教育委員会関係〕

北海道教育庁生涯学習部

宮城県教育庁

土浦市教育委員会

東京都教育庁生涯学習部

世田谷区教育委員会

港区教育委員会

神奈川i県教育庁

大門町教育委員会

織田町教育委員会

浜松市教育委員会

知立市教育委員会

春日井市教育委員会

津市教育委員会

亀山市教育委員会

滋賀県教育委員会

山東町教育委員会

能登川町教育委員会

貝塚市教育委員会

泉佐野市教育委員会

能勢町教育委員会

尼崎市教育委員会

奈良県教育委員会

橿原市教育委員会

甘木市教育委員会

鞍手町教育委員会

大分県教育委員会

沖縄県教育委員会

岐阜県教育委員会

岐阜県情報処理教育センター

グリーンテクノセンター

岐阜県文化財保護センター

岐阜県学校保健会

岐阜県教職員互助組合

岐阜市教育委員会

各務原市教育委員会

糸貫町教育委員会

根尾村教育委員会

美山町教育委員会

大垣市教育委員会

海津町教育委員会

養老町教育委員会

関ケ原町教育委員会

黒俣町教育委員会

関市教育委員会

洞戸村教育委員会

美濃加茂市教育委員会

可児市教育委員会

多治見市教育委員会

恵那市教育委員会

福岡町教育委員会

岩村町教育委員会

明智町教育委員会

高山市教育委員会

白川村教育委員会

同席町教育委員会

〔学校関係〕

秋田大学鉱山学部附属鉱業博物館

山形大学附属博物館

福島県立会津工業高等学校

筑波大学歴史人類学系

筑波大学地球科学系

図書館情報大学附属図書館

川村学園女子大学図書館

国学院大学博物館学研究室

国学院大学考古学資料館

多摩美術大学

東京農業大学農業資料室

日本大学文理学部自然科学研究所

東京芸術大学美術学部

明治大学刑事博物館

明治大学学芸員養成課程

学習院大学

立教大学学芸員課程研究室

お茶の水女子大学学芸員課程

東京大学地震研究所

東京農工大学附属繊維博物館

実践女子大学博物館学研究室

国際基督教大学湯浅八郎記念館

神奈川i大学日本常民文化研究所

日本大学農獣医学部資料館

東海大学校地内遺跡調査団

帝京大学山梨文化財研究所

金沢大学理学部附属植物園

静岡大学理学部地球科学教室

28

東海大学海洋科学博物館

南山大学古渡城発掘調査会

名古屋大学古川i総合研究資料館

名古屋大学美学美術史研究室

市郎学園大学人文科学研究会

市郎学園地域社会研究会

市郎学園自然科学研究会

愛知大学結合郷土研究所

愛知大撃文学曾

名古屋造形芸術大学附属図書館

同志社大学博物館学芸員課程

仏教大学図書館

京都工芸繊維大学美術工芸資料館

関西大学博物館

天理大学附属天理参考館

天理大学文学部考古学研究室

養老町立養老小学校

根尾村立根尾中学校

岐阜第一女子高等学校

羽島高等学校

不破高等学校

郡上高等学校

関商工高等学校

加茂高等学校

可児工業高等学校

岐阜大学教育学部

岐阜薬科大学

岐阜市立女子矩期大学

岐阜経済大学地域経済研究所

聖徳学園岐阜教育大学

東海女子大学

聖徳学園女子矩期大学

中京短期大学

中部女子魁期大学

大垣女子矩期大学

岐阜県高等学校生物教育研究会

岐阜県高等学校理科助手研究会

岐阜県高等学校教育研究会

岐阜県小中学校長会

岐阜県高等学校長協会

岐阜県PTA連合会

〔研究機関・出版社・その他〕

地質調査所

東京国立文化財研究所

国立教育会館社会教育研修所

国立劇場調査養成部資料課

国際生物学費委員会

宮内庁正倉院事務所



奈良国立文化財研究所

奈良国立文化財研究所飛鳥資料館

北海道立アイヌ民俗文化研究センター

北網圏北見文化センター

青森県埋蔵文化財調査センター

あきた結び文化研究会

いわき市教育文化事業団

群馬県埋蔵文化財調査事業団

埼玉県立民俗文化センター

千葉県文化財センター

江戸四宿実行委員会

板橋区四葉遺跡調査会

葛飾区遺跡調査会

濱田隆士教授退官記念事業会

下中記念財団

日本昆虫協会

東京貝類同好会

国画会事務局

ポーラ文化研究所（文化振興財団）

味の素食の文化センター

都立学校遺跡調査会

日本科学技術振興財団

青少年交友協会

日本ナショナルトラスト

株式会社三貴

古筆学研究所

丹青総合研究所・文化空間研究所

金属鉱業事業団資源情報センター

テレコム高度利用推進センター

世界自然保護基金日本委員会

汐留地区遺跡調査会

西国分寺地区遺跡調査会

東京都埋蔵文化財センター

株式会社ココロ

都営川越道住宅遺跡調査会

町田木曽森野遺跡調査会

武蔵国分寺関連遺跡調査会

落川・一の宮遺跡調査会

馬車文化財団

神奈Iii県立埋蔵文化財センター

玉川文化財研究所

）巾奇市立日本民家園

平岡環境科学研究所

遺跡調査団

神奈川i県立自然保護センター

富山県埋蔵文化財調査事務所

富山県埋蔵文化財センター

富山市ファミi）－パーク公社

富山市科学文化センター

石川県白山自然保護センター

福井県自然保護センター

静岡県埋蔵文化財調査研究所

愛知県文化振興事業団

中部建設協会

行動と文化研究会

瀬戸市児戯文化財センター

景徳鎮陶蓑展実行委員会

豊橋市埋蔵文化財調査事務所

愛知県埋蔵文化財センター

海蔵寺

三重動物学会

三重県児戯文化財センター

滋賀県埋蔵文化財センター

京都服飾文化研究財団

古代学協会

国際日本文化研究センター

国民融合をめざす部落問題全国会議

日本生命財団

クボタ

大阪文化財センター

のじぎく文化財保護研究財団

元輿寺文化財研究所

帝塚山考古学研究所

日本文化財科学会

岡山県自然保護センター

広島市歴史科学教育事業団

熊平製作所

草戸千軒町遺跡調査研究所

鹿児島県立埋蔵文化財センター

芸術出版社

岩波書店

日本美術刀剣新聞社

雄山閣出版

小学館

続群書類従完成会

文園社

世界の動き社

第一法規出版株式会社

名古屋鉄道株式会社

中信美術奨励基金

毎日新聞社クリエイティブ本部

岐阜教育会

岐阜県郷土資料研究協議会

岐阜県歴史資料保存協会

岐阜県文化財保護協会

中山道加納宿文化保存会

岐阜県植物研究会

慾斎研究会
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’94きふ平和展実行委員会

岐阜乗合自動車社史編纂室

各務原市埋蔵文化財調査センター

岐阜県昆虫同好会

養老町文化財保護協会

岐阜県文化財保護協会大野支部

大串市文教協会

東海地理研究会

美濃民俗文化の会

霊山顕彰会岐阜県支部

岐阜県哺乳動物調査研究会

美濃文化財研究会

多治見市文化財保護センター

美濃源氏フォーラム事務局

中津lii貨幣研究会

西美濃わが街社

美濃揖斐谷通信編集室

郡上史談会

岐阜新聞社

〔個人〕

大樋勘兵衛

山田光造

村瀬一郎

鈴木紀之

宮崎　惇

尾関　章

水野政雄

藤川i五百子

吉川茂樹

大野君子

梅村信芳

各務ヒロ

栗田正秀

村上英二



〔利用状況〕

1入館者数

本年度は、入館者総数49，714人、前年に比べて約21．6％

の減少となった。これは、マイ・ミュージアム棟建設工

事による影響が考えられる。

また、開館日数は298日であり、1日平均の入館者数は

167人であった。

月別の入館者数は右表のとおりである。

1日の入館者が最も多い日は、秋の遠足シーズンにあ

たる10月20日で、小学校の遠足12組を含む1，341人を数え

た。

団体入館者数をみると、団体3，303人で入館総数の約6．6％

にのぼり、月別では3月が最も多く、団体入館者全体の

約32．0％を占めている。

特別展期間中の入館者数は、右表のと

おりである。入館者総数は25，422人で、

これは入館者総数の51．1％にあたる。ま

た、1日平均は259人であった。

月 傅ﾉ(i�b�高大生 �ｨ��L｢�計 丶ｨｭ�?ｩ�B�一日平均 

4 ���3�#r�219 �(�3sc��4，907 �#b�189 

5 �(�3##��463 滴�3#S��6，951 �#b�267 

6 鼎S��238 �(�3S3��3，219 �#R�129 

7 塔3��640 ���3CCb�2，925 �#��139 

8 ���3ゴ"�228 �(�3c澱�4，776 �#b�184 

9 田ビ�96 ���3��r�2，690 �#b�103 

10 塗�3S���83 �8�33#��9，920 �#b�382 

11 �(�3c途�180 �(�3s#R�5，602 �#b�215 

12 �#sR�57 田澱�1，028 �#"�47 

l �3ビ�52 塔C2�1，282 �#2�56 

2 鼎ビ�66 ���3cィ�2，237 �#B�93 

3 涛���843 �(�33S2�4，177 �#r�155 

計 ����33#��3，165 �#x�3##��49，714 �#唐�167 

特別展銘 弍ｨ����ｭB�小中生 俘)�Y�b�一　般 佗b�

川　に　生　き　る 滴�C#h�ﾃh�C���3，103 都SB�6，506 ����33c2�

美濃山地の自然 祷�C#x�ﾃ���C#2�8，963 �#S2�5，843 ��X�3�S��

計 ��12，066 ���3��r�12，349 �#X�3C#"�

2　施設利用

今年度の講堂及び研修室の利用者は次のとおりであった。

〈講堂〉

6．5．13　図書館協議会総会

6．4　岐阜県高等学校教育研究会地理部会

6．9　岐阜県高等学校教育研究会社会科部会

〈研修室〉

6．6．6　文教警察委員会視察

6．12　東海地理研究会

〔博物館関係団体〕

1岐阜県博物館友の会
「博物館事業の普及を図るとともに、会員相互の教養

を高め、親睦を図ること」をめざして発足した友の会は

本年度設立12周年を迎えた。
一般会員535名、後援会32口という過去最大の会員数と

なI主　友の会への期待を示す数字となった。会員の年齢

構成は、50代以上の中・高齢者が大部分を占め、友の会

に対して生涯学習の場や活動の場を求めているといえよ

う。こうした友の会への期待の中で、本年度も各種の事

業を実施してきた。

主催事業のうち、探訪の旅は4回実施した。特に6月

には、第2回の海外探訪の旅「韓国の文化と遺跡を訪ね

て」を行った。現地では、国立博物館や古代の遺跡を見

学し、日本の文化の源流ともいえる韓国の文化について

学ぶとともに、韓国社会について研修を深めた。今後も

海外への探訪の旅の実施について毎年実施してほしいと

30－

6．14

6．28

7．8

11．15

12．11

7．1．12

2＿17

闇市商工会議所婦人会

生物教育研究会

美濃加茂美術連盟

学校教育課長会

関南視覚障害者福祉協会

山県郡教頭会

美濃地区英語指導助手研修会

の要望が強く、来年度も実施の方向で検討を進めた。ま

た、日帰りで行った3回の探訪の旅は、奈良・平安時代

の仏教をテーマにして関西方面の寺社や博物館を訪れ、

体系的な研修ができる工夫をした。各回とも定員を大き

く超える参加者があり盛況であった。参加した会員の中

からは、より幅広く系統的な知識上にたった研修を望む

声が多くあり、来年度以降の課題として残った。
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探訪の旅「韓国の文化と遺跡を訪ねて」より



第5回目を迎えた文化講演会は、作家の高田宏氏を講

師に「海の文化・山の文化」と超して実施した。多くの

参加者が熱心に聴講した。

会員の博物館でのボランティア活動の行事として定着

した特別行事「七草かゆを食べよう」は、本年度も友の

会会員の手で運営された。前日の七草の採集をかねた冬

の柿物の観察会から当日の運営まで会員が中心になって

この行事を実施した。友の会は今まで博物館事業に対し

て財政面等で支援活動を行ってきたが、これからの友の

会と博物館との関わりを考えていく上で、こうしたボラ

ンティア活動が一つの方向になるといえよう。また、「今

までは探訪の旅への参加がその中心で、博物館との関わ

りが希薄である」ことも友の会の活動の中で問題とれき

たが、こうしたボランティア活動以外にも博物館の特別

展や講座、催しものへの会員の積極的な参加を呼びかけ

ていく必要性を感じるとともに、その受け皿となる企画

を博物館側に求めていきたい。

ボランティアとして活躍した会員

友の会のもう一つの使命である博物館事業の普及につ

いては、例年と同様に特別展などの資料の作成を行うと

ともに、課題であった「岐阜県の仏像」など人気の高い

図録を増刷した。また、県情報サロン、木曽三川公園な

どに図録を委託販売した。

以下、平成6年度の主な事業内容は次のとおりである。

〈会　議〉

●役員会・理事会　4月29日

●友の会総会　　　4月29日

●役員会　　　　　　3月29日

〈研修事業〉

●探訪の旅

①韓国の文化と遺跡を訪ねて　6／6－6／10

②京都文化博物館と束寺　　　9／11

③近江坂本、滋賀院門跡　　10／16

④奈良（薬師寺、唐招提寺）　3／19

●文化講演会「海の文化・山の文化」11／3

〈友の会報発行〉

●第39号一第42号　　各500部　B5　6頁
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〈資料等作成頒布〉

●特別展図録　「liiに生きる」　　　　600部

「美濃山地の自然」　　800部

●特別展図録増刷
「岐阜県の仏像」　1，500部

「輪中と治水」　　1，000部

「白山の自然」　　1，000部

●「岐阜県博物館総合案内」等の頒布

〈その他〉

●博物館との共催事業

●会員助成（入館料補助）

2　岐阜県博物館協会

岐阜県博物館協会は「会員相互の連絡提携のもとに、

社会教育の健全な推進と文化の向上に寄与すること」を

目的に、昭和41年に設立された。

公開講座（年4回）、機関紙（季刊）、会員研修会（年

3回）等の諸活動をくり広げ、設立の目的に沿うように

努力した。

平成7年3月現在、会員錦岡は127、個人会員は23名、

名誉会長以下主な役員は次のとおり。

名誉会長一梶原拓、会長一浅野勇、副会長一青木允夫、

土野寺、横山勢津男、理事長一松本五三、事務局は岐阜

県博物館内にある。

（主な事業）

6．5．13

5．29

6．13

6．16－17

6．30

8．18

9．30

第1回役員会及び通常総会

第60回公開講座

第28回会員研修会

東海地区博物館連絡協議会総会

機関紙「岐阜の博物館」　第106号発行

第61回公開講座

機関紙「岐阜の博物館」　第107号発行

10．4－5　東海三県博物館協会交流研修会

10．6－7　第29回会員研修会

10．20　　　第62回公開講座

11．10－11第42回全国博物館大会

12．20

12．30

7．2．14

2．17

2．17

3．1

3．10

3．31

第30回会員研修会

機関紙「岐阜の博物館」　第108号発行

会員研修委員会

第63回公開講座

公開講座委員会

機関紙委員会

常任理事会

機関紙「岐阜の博物館」　第109号発行
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Ⅳ　利　用　案　内

●開館時間　　4月1日ト10月31日　　　9時ト16時30分

11月1日ト3月31日　　　9時30分ト16時30分

（入館は16時まで）

●入館料　（）は特別展開催中の入館料

区　　分 侘(�������ﾂ�団体（20人以上） 

般 �3��苓�田��苓�｢�260円（520円） 

高校・大学生 ����苓��3��苓�｢�50円（200円） 

小・中学生 冖8��{����S�苓�｢�無　料（100円） 

※団体で利用していただく場合は、下見においでください。

解説資料・利用案内等をさしあけ、館内をご案内します。

●休館　日　　月曜日（月曜日が税目にあたるときは翌日）

年末年始（12月27日卜詔年1月4日）

●駐車場　　博物館には駐車場がありませんので、百年公園の駐車場をご利用ください。

駐車料金…普通（軽）自動車　300円、　バス　800円

●交　　通　　名鉄美濃町線　小屋名駅下車　徒歩約15分

岐阜バス　　　小屋名下車　　徒歩約15分

自家用車をご利用の場合は百年公園北口からお入りください。

部上八幡　美並

〒501－32　岐阜県関南小屋名字中洞1989　℡（0575）28－3111（代表）FAX（0575）28－3110

岐阜県博物館報　第18号 們��

平成7年（1995）4月1日発行 �2�

集発行　岐阜県博物館

刷　　協　同　印刷株式会社
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